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１．学校教育・社会教育を担う教育人材の資質能力の向上 
 

１．要 旨 

 Society5.0 の到来などの様々な社会変化や技術革新に対応した力を持つ教師が一層求め
られており、ICT 活用指導力等の新たな能力を身に着けるための教職科目や研修の開発を進
めるとともに、多様な経験を有する人材を教育界内外から獲得するため、教職の魅力向上を
図る仕組みづくりや学校現場に円滑に参画できる環境づくりを進める。 
 また、新型コロナウイルス感染症の影響により対面での研修が困難となっている実状を
踏まえ、ICT の活用等、新しい生活様式の中でも滞りなく実施できる研修手法を開発する。 
 

２．主 な 事 業 内 容 

（１）新しい教育課題に対応した教員研修の充実と大学における教員養成の改革 
                                                      142 百万円(  142 百万円) 
・教師の養成・採用・研修の一体的改革推進事業 

教師が教職生涯にわたってその資質能力を向上させていく効果的な仕組みの構築
に資するため、大学、教育委員会、民間教育事業者等に対する委託研究を行うことな
どにより、教師の養成・採用・研修を通じた改革を推進する。 

・現職教員の新たな免許状取得や更新等 
隣接校種等の新たな免許状取得を促進し、教員配置上の効率化を図るとともに、大

学と地方公共団体が連携して、免許外の教科担任の解消を図る。 
また、全国各地で教員の更新講習の受講機会の確保を図るため、ＩＣＴを活用した

講習の実施やへき地等での免許状更新講習開設への補助を行う。 
 
（２）学校教育における外部人材の活用促進事業          81 百万円(31 百万円) 

多様な経験を有する外部人材が転職、兼業・副業等により学校現場に円滑に参画でき
る環境を整備するため、学校現場と外部人材をつなぐ仕組みづくりの検討を行うととも
に、就職氷河期世代を対象としたリカレント教育プログラムを継続して実施する。   

 
（３）社会教育を推進するための指導者の資質向上等事業     67 百万円(61 百万円) 

社会教育主事、司書等については地域における社会教育指導者として、社会の変化や
地域課題の実情に応じて、常に新しい知識・技術を習得する必要がある。このため国は、
研修を実施し、地域住民における社会教育の質の向上や、住民自らが地域の課題を解決
するような地域社会の形成に寄与する。 

2



1.
新
しい
教
育
課
題
に
対
応
した
教
員
研
修
の
充
実
と大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
の
改
革

２
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現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
や
更
新
等

２
．
現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
や
更
新
等

○
多
様
な
経
験
を
有
す
る
外
部
人
材
が
転
職
、兼
業
・副
業
等
に
よ
り学
校
現
場
に
円
滑
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、学
校
現
場
と外
部
人
材
を
つ
な
ぐ仕
組
み
づ
くり
の
検
討

を
行
うと
とも
に
、就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
とし
た
リカ
レ
ント
教
育
プ
ログ
ラム
を
継
続
して
実
施
す
る
。

①
学
校
現
場
と外
部
人
材
を
つ
な
ぐ在
り方
研
究
事
業
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所
×
14
百
万
円
】

②
就
職
氷
河
期
世
代
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対
象
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た
教
職
に
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す
る
リカ
レ
ン
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育
プ
ログ
ラム
事
業
【8
箇
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×
6百
万
円
】

○
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様
な
経
験
を
有
す
る
外
部
人
材
が
転
職
、兼
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業
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に
よ
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現
場
に
円
滑
に
参
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で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、学
校
現
場
と外
部
人
材
を
つ
な
ぐ仕
組
み
づ
くり
の
検
討

を
行
うと
とも
に
、就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
とし
た
リカ
レ
ント
教
育
プ
ログ
ラム
を
継
続
して
実
施
す
る
。

①
学
校
現
場
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部
人
材
を
つ
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り方
研
究
事
業
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所
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百
万
円
】

②
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職
氷
河
期
世
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対
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とし
た
教
職
に
関
す
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リカ
レ
ン
ト教
育
プ
ログ
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事
業
【8
箇
所
×
6百
万
円
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①
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ci
et
y5
.0
時
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到
来
な
どの
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の
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化
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伴
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導
的
な
教
職
科
目
の
開
発

【3
箇
所
×
5百
万
円
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②
英
語
教
師
を
目
指
す
学
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とし
た
海
外
留
学
を
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む
教
員
養
成
プ
ログ
ラム
の
開
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5百
万
円
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教
職
の
魅
力
向
上
に
関
す
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取
組
【1
箇
所
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5百
万
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②
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教
師
等
の
教
育
関
係
職
員
の
活
躍
推
進

【2
箇
所
×
5百
万
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③
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用
に
関
す
る
近
年
の
課
題
へ
の
対
応

【1
箇
所
×
5百
万
円
】

①
新
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生
活
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で
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修

及
び
IC
T活
用
指
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す
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育
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す
る
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育
法
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基
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育
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主
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付
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図
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育
主
事
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、図
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司
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門
研
修
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社
会
教
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法
に
基
づ
き
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後
社
会
教
育
を
行
う者
に
社
会
教
育
主
事
とし
て
必
要
な
知
識
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能
等
を
身
に
付
け
させ
る
講
習
を
行
うと
とも
に
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会
教
育
を
推
進
す
る
指
導
者
を
対

象
に
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
うこ
とで
効
率
的
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果
的
に
社
会
教
育
指
導
者
の
質
の
向
上
を
図
り、
地
域
住
民
の
社
会
教
育
の
水
準
向
上
、自
らの
課
題
を
自
ら解
決
す
る
地

域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
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社
会
教
育
主
事
講
習
：
16
機
関
、図
書
館
司
書
専
門
研
修
：
8機
関
】

○
So
ci
et
y5
.0
の
到
来
な
どの
様
々
な
社
会
変
化
や
技
術
革
新
に
対
応
した
力
を
持
つ
教
師
が
一
層
求
め
られ
て
お
り、
IC
T活
用
指
導
力
等
の
新
た
な
能
力
を
身
に
着
け
る
た
め
の
教
職

科
目
や
研
修
の
開
発
を
進
め
る
とと
も
に
、教
職
の
魅
力
向
上
を
図
り、
質
の
高
い
教
師
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
くり
等
を
行
う。

○
ま
た
、新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り対
面
で
の
研
修
が
困
難
とな
って
い
る
実
状
を
踏
ま
え
、I
CT
の
活
用
等
、新
しい
生
活
様
式
の
中
で
も
滞
りな
く実
施
で
き
る
研
修
手

法
を
開
発
す
る
。

①
現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
を
促
進
す
る
講
習
等
開
発
事
業
（
※
免
許
外
教
科
担
任
の
縮
小
に
必
要
な
免
許
法
認
定
講
習
の
開
発
・実
施
な
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【７
機
関
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②
大
学
に
お
け
る
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員
の
現
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教
育
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の
支
援
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※
へ
き
地
等
で
の
免
許
状
更
新
講
習
開
設
へ
の
補
助
な
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【定
額
補
助
】
等

研
修
改
革
の
推
進

養
成
改
革
の
推
進

採
用
改
革
の
推
進

１
．
教
師
の
養
成
・採
用
・研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業

１
．
教
師
の
養
成
・採
用
・研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業

これ
か
ら
の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
を
担
う教
育
人
材
の
資
質
能
力
の
向
上

令
和
３
年
度
要
求
・要
望
額

３
億
円

(前
年
度
予
算
額

２
億
円
)

１４
２百
万
円
(１
４２
百
万
円
)
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２．グローバル社会に生きる児童生徒の教育機会の充実 
 

１．要 旨 

  グローバル人材育成については、第三期教育振興基本計画等を踏まえ他国を尊重し、国際
社会の平和と発展に寄与する態度や、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積
極性、異文化理解の精神等を身に付け、様々な分野で活躍できる人材の育成が重要である。
また、急速な社会のグローバル化の進展に伴い、企業等の海外進出により帯同する子供の教
育環境の整備・充実も不可欠である。 
  このため、在外教育施設においても国内と同等の学びの環境を整備するため、派遣教師数
を拡充とともに、令和のスタンダードとしての「新しい時代の学びの環境」の検討を進める。
また、在外教育施設で学ぶ児童生徒をグローバル人材として育成するための取組を推進す
る。 
 

２．主 な 事 業 内 容 

在外教育施設の戦略的な機能の強化          20,154 百万円(17,740 百万円) 
＋事項要求 

 
・在外教育施設の教育環境の改善 

国内と同等の学びの環境を整備するため、派遣教師数を拡充し、免許外指導の縮小や
特別支援教育の充実を図るとともに、非常時でも途切れない教育体制の実現に向けたＩ
ＣＴ機器整備を進める。また、令和のスタンダートとしての「新しい時代の学びの環境」
における少人数によるきめ細かな指導体制の計画的な整備について検討を行う。 

在外教育施設派遣教師 1,321 人 → 1,460 人＋事項要求 
       

・高度グローバル人材の育成支援 
  在外教育施設が所在する環境を生かし、児童生徒や教師のグローバルな能力獲得を支
援するため、在外教育施設を高度グローバル人材育成の拠点とする取組を進めるととも
に、若手英語教師等の派遣増に取り組む。 

また、新たな在外教育施設の在り方・機能強化の方向性について有識者会議を設置し
検討を行う。 
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縮
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ぶ
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56
百

万
円

（
2,

32
2百

万
円

増
）

＋
事

項
要

求
派
遣
教
師
に
対
し、
赴
任
・帰
国
旅
費
及
び
在
勤
手
当
等
、都
道
府
県
等
に
対
し、
教
師
派
遣
に
係
る
経
費
（
国
内
給
与
相
当
分
）
を
交
付

・派
遣
教
師
数

少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
計
画
的
な
整
備

＋
事

項
要

求
免
許
外
指
導
の
縮
小
、特
別
支
援
教
育
の
充
実
、グ
ロー
バ
ル
教
師
の
育
成
等

1,
32

1名
→

 1
,4

60
名

（
＋

13
9名

）
（
現
職
1,
00
5名
→
1,
12
4名
、シ
ニア

30
5名
→
30
5名
、プ
レ
11
名
→
31
名
）
※
定
員
充
足
率
77
％
→
85
％

・教
育
委
員
会
等
に
交
付
す
る
委
託
費
の
抑
制
率
改
善

96
％

→
 1

00
％

◆
派
遣
教
師
の
選
考
・研
修
、校
長
研
究
協
議
会
の
実
施
等

31
百

万
円

（
1百

万
円

増
）

（
２
）
教
育
環
境
の
改
善

22
6百

万
円

（
87

百
万

円
増

）
・教
材
整
備
費
（
非
常
時
で
も
途
切
れ
な
い
教
育
体
制
の
実
現
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
）
／
通
信
教
育
事
業
費
補
助

・派
遣
教
師
の
入
国
に
際
して
の
検
疫
費
用
や
校
内
感
染
症
対
策
費

（
３
）
安
全
管
理
体
制
の
構
築
、教
育
支
援

66
百

万
円

（
前

年
度

同
額

）
安
全
対
策
／
補
習
授
業
校
巡
回
指
導
／
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
巡
回
指
導
／
特
別
支
援
教
育
相
談
体
制
構
築

在
外
教
育
施
設
が
所
在
す
る
環
境
を
生
か
し、
児
童
生
徒
や
教
師
の
グ
ロー
バ
ル
な
能
力
獲
得
を支
援

◆
在
外
教
育
施
設
の
高
度
グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
事
業
（
研
究
開
発
校
）

45
百

万
円

（
１

．
（

３
）

の
内

数
）

◆
在
外
教
育
施
設
教
員
派
遣
事
業
等
〔再
掲
〕

・グ
ロー
バ
ル
教
師
の
育
成
（
若
手
英
語
教
師
等
の
派
遣
増
）

19
,8

56
百

万
円

（
１

．
（

１
）

の
内

数
）

◆
在
外
教
育
施
設
の
在
り方
と機
能
強
化
に
関
す
る
調
査
研
究

6百
万

円

考 え 方

新
規

拡
充

②

拡
充

①

令
和
３
年
度
要
求
・要
望
額

20
2億
円
＋
事
項
要
求

（
前
年
度
予
算
額

17
7億
円
）

※
算
定
基
準
とな
る
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、

昨
年
４
月
時
点
の
数
字
を
採
用
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3．生涯にわたる学びの推進 
 

１．要 旨 

  人生 100 年時代や技術革新の進展等を見据え、社会のニーズに対応したリカレント教育
の基盤整備や学びを支える専門人材の育成、産学連携による実践的なプログラムの拡充等
による出口一体型リカレント教育を推進することにより、誰もがいくつになっても新たな
チャレンジができる社会を構築する。 
 また、地域の中核的人材育成拠点となる専修学校を引き続き支援するとともに、特に、
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、自宅学習などの環境下においても実践的な職
業教育の質を落とすことなく提供できるようにする。 
 

２．主 な 事 業 内 容 

○リカレント教育の推進 

（１）大学等における価値創造人材育成拠点の形成 145 百万円( 新  規 ) 
Society5.0 の到来等、変化が激しく不確実性の高まる時代において、機械やＡＩでは

代替できない創造性・感性・デザイン性・企画力など、社会人が新たな価値を創造する
力を育成する必要がある。そのため、「成長戦略実行計画 2020」等も踏まえ、大学等に
おいて創造的な発想をビジネス等につなぐ教育プログラムの開発や拠点の形成を行い、
我が国の国際競争力の向上や生産性の向上に資する「組織」と「人」の変革を進める。    

 

○専修学校の人材養成機能の充実・強化  

（１）専修学校における先端技術利活用実証研究 705 百万円( 353 百万円) 
専修学校教育における職業人材の養成機能を強化・充実するため、産学が連携し実践

的な職業教育を支える実習授業等において VR・AR 等の先端技術の活用方策について実
証・研究するとともに、新型コロナウイルス感染症の影響下等、遠隔教育をソフト面か
ら支えるモデルを開発し、新たな教育手法の普及促進を図る。 

（２）専修学校留学生の学びの支援推進事業 322 百万円( 新  規 ) 
 新型コロナウイルスの感染拡大を契機として、入国が困難な留学生等のため、母国で
主にオンラインを通じて学習するためのコンテンツ開発や学修サポート体制を構築す
るとともに、現地の教育機関などとも連携し、母国での学修を評価し、来日以後の残り
の学修、就職支援までをトータルパッケージで支援するモデルを構築する。    
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（３）専門学校と高等学校の有機的連携プログラムの開発・実証（「専修学校による地域産
業中核的人材養成事業」の新規メニューとして実施） 421 百万円( 新  規 ) 

 これからの時代を担う地域の中核的な職業人材を養成するため、専門学校と高等学校、
教育委員会等の行政及び企業が協働で、職業に関する意識の涵養や早期から育成すべき
基礎的素養を高等学校段階で養成し、社会的ニーズに応じた専門的な職業教育を専門学
校において実施する高・専一貫の教育プログラムを開発するモデルを構築する。    
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大
学
等
に
お
け
る
価
値
創
造
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

(
新

規
)

令
和

3年
度

要
求

・要
望

額
1.

5億
円

背
景

○
So

ci
et

y5
.0

の
到

来
や

人
口

減
少

、新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

拡
大

な
ど変

化
が

激
しく

、不
確

実
性

の
高

まる
時

代
に

お
い

て
は

、企
業

も
個

人
も

変
化

に
柔

軟
に

対
応

し、
新

た
に

必
要

とな
る

知
識

や
ス

キ
ル

を身
に

付
け

、不
断

に
能

力
を

向
上

させ
て

い
くこ

とが
求

め
られ

て
い

る
。

○
特

に
、個

人
に

お
い

て
は

組
織

に
縛

られ
す

ぎ
ず

、自
由

に
個

性
を

発
揮

しな
が

ら付
加

価
値

の
高

い
仕

事
を行

うこ
とが

必
要

とさ
れ

て
お

り、
この

よ
うな

付
加

価
値

を
生

み
出

す
に

は
、機

械
や

Ａ
Ｉ

で
は

代
替

で
き

な
い

、創
造

性
・感

性
・デ

ザ
イン

性
・

企
画

力
な

ど、
社

会
人

が
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る
力

を
育

成
す

る
こと

が
必

要
とさ

れ
て

い
る

。
○

ニー
ズ

や
価

値
観

の
多

様
化

に
対

応
し新

しい
価

値
創

造
が

で
き

る
人

材
は

世
界

的
に

求
め

られ
て

お
り、

我
が

国
の

企
業

も
、そ

の
必

要
性

を認
め

つ
つ

あ
る

。
○

海
外

に
お

い
て

は
、新

た
な

価
値

や
意

味
を創

造
す

る
こと

が
で

きる
思

考
法

（
アー

ト思
考

）
を用

い
た

教
育

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
日

本
で

は
この

よ
うな

人
材

育
成

は
手

探
りの

状
況

。
○

今
ま

さに
最

新
の

IT
・テ

クノ
ロジ

ー
を

活
用

した
、個

人
の

内
面

や
顧

客
ニー

ズ
に

基
づ

く創
造

的
な

発
想

を
ビジ

ネ
ス

に
つ

な
ぐ教

育
プ

ログ
ラム

の
開

発
を

進
め

る
こと

が
必

要
で

あ
る

。

○
創
造
的
な
発
想
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
ぐ教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
及
び
拠
点
の
形
成

ア
ウ
ト
プ
ット
(活
動
目
標
)

・事
業

に
お

け
る

実
施

大
学

数
・連

携
企

業
数

・開
発

した
プ

ログ
ラム

の
社

会
人

受
講

者
数

・プ
ログ

ラム
修

了
者

数
・修

了
者

の
プ

ログ
ラム

満
足

度
80

％
以

上

・既
存

の
価

値
観

や
枠

組
み

に
捕

らわ
れ

な
い

創
造

力
の

あ
る

人
材

育
成

の
強

化
・付

加
価

値
を

高
め

た
商

品
開

発
や

新
しい

社
会

の
在

り方
の

創
出

・生
産

性
の

向
上

、国
際

競
争

力
の

確
保

背
景
・

課
題

ア
ウ
ト
カ
ム
(成
果
目
標
)

イ
ン
パ
ク
ト
(国
民
・社
会
へ
の
影
響
)

（
一
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
高
等
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
20

18
年
４
月

17
日

）

【参
考

】◆
成

長
戦

略
実

行
計

画
20

20
 （

令
和

２
年

７
月

17
日

閣
議

決
定

）
（

抜
粋

）
・個

人
の

内
面

や
顧

客
ニー

ズ
に

基
づ

く創
造

的
な

発
想

を
ビジ

ネ
ス

に
つ

な
ぐ教

育
プ

ログ
ラム

を
開

発
し、

実
践

す
る

大
学

等
の

拠
点

を
早

急
に

構
築

す
る

た
め

、集
中

的
か

つ
中

長
期

に
わ

た
る

支
援

を
行

う。
具

体
的

に
は

、企
業

と連
携

した
プ

ロジ
ェク

ト型
の

授
業

を
中

心
とす

る
少

人
数

プ
ログ

ラム
で

あ
って

、ア
イデ

ア
の

具
体

化
に

必
要

な
最

新
の

IT
・テ

クノ
ロジ

ー
を

活
用

で
き

る
環

境
が

整
備

され
て

お
り、

海
外

・国
内

の
ア

ー
ト系

大
学

との
連

携
に

よ
る

教
育

手
法

を
反

映
した

プ
ログ

ラム
で

あ
る

こと
な

どを
具

備
す

る
教

育
プ

ログ
ラム

を
開

発
す

る
。

事
業

概
要

○
産
業
界
が
大
学
卒
業
時
に
学
生
が
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
を
特
に
期
待

す
る
資
質
上
位

10
項
目
（
文
系
）

⇨「課
題
設
定
・
解
決
能
力
」
や
「
創
造
力
」
な
ど
、

AI
で
は
代
替
で
き
な
い
ス

キ
ル
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
高
い
。

価
値
創
造
人
材
育
成
事
業
の
体
系
図

次
期
リー
ダ
ー
層

専
門
ス
タ
ッフ

本
事
業
が
養
成
す
る
人
材

(例
：

個
人

の
内

面
や

価
値

観
に

基
づ

く創
造

的
な

問
題

解
決

や
ビジ

ネ
ス

を
構

築
す

る
力

を
育

成
)

事
業

期
間

:５
年

間
（

1年
目

:コ
ー

ス
開

設
準

備
、2

～
4年

目
:コ

ー
ス

開
設

・改
良

、
5年

目
:教

育
プ

ログ
ラム

の
全

国
展

開
）

支
援

件
数

:4
7,

00
0千

円
（

人
件

費
、旅

費
等

）
×

3拠
点

＝
14

4,
00

0千
円

支
援

対
象

:大
学

・専
門

職
大

学
・短

期
大

学
・専

門
職

短
期

大
学

・高
等

専
門

学
校

・専
修

学
校

マ
ネ

ー
ジ

ャー
職

ス
タッ

フ職
な

ど
全

員

・連
携

企
業

の
事

業
満

足
度

10
0％

・ア
ー

ト思
考

を
取

り入
れ

た
プ

ログ
ラム

を
実

施
す

る
大

学
数

の
増

加
・創

造
力

を
重

視
す

る
企

業
の

増
加

①
大

学
等

と企
業

等
が

連
携

・協
働

した
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

形
成

・企
業

か
らプ

ロジ
ェク

トテ
ー

マ
の

提
供

・プ
ロジ

ェク
トを

サ
ポ

ー
トす

る
社

会
人

メン
ター

の
育

成
や

派
遣

を促
進

・イ
ノベ

ー
シ

ョン
人

材
の

活
用

に
積

極
的

な
企

業
の

協
力

②
価

値
創

造
人

材
育

成
プ

ログ
ラム

の
開

発
・プ

ログ
ラム

デ
ィレ

クタ
ー

や
ファ

シ
リテ

ー
ター

、メ
ンタ

ー
等

を
配

置
し、

少
数

精
鋭

の
尖

った
人

材
を育

成
・海

外
・国

内
の

アー
ト系

大
学

との
連

携
に

よる
最

新
の

教
育

プロ
グ

ラム
を

開
発

（
ア

ー
ト思

考
を基

本
に

創
造

性
・デ

ザ
イン

性
等

を
育

成
）

・企
業

と連
携

した
Ｐ

Ｂ
Ｌ

型
の

教
育

プロ
グ

ラム
（

最
新

の
Ｉ

Ｔ
・テ

クノ
ロジ

ー
等

を活
用

した
ア

イデ
ィア

の
具

現
化

と市
場

調
査

な
ど）

・平
日

夜
間

や
休

日
の

開
講

、e
-ラ

ー
ニン

グ
の

活
用

な
ど、

社
会

人
に

配
慮

した
授

業
の

実
施

＊
経

済
産

業
省

と連
携

し、
人

材
育

成
が

ビジ
ネ

ス
モ

デ
ル

等
に

発
展

す
る

仕
組

み
を

構
築

30
代

20
代
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リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成

（
参

考
）

リカ
レ

ン
ト

教
育

等
社

会
人

の
学

び
直

しの
総

合
的

な
充

実
人
生
10
0年
時
代
や
技
術
革
新
の
進
展
等
を
見
据
え
、社
会
の
ニー
ズ
に
対
応
した
リカ
レ
ント
教
育
の
基
盤
整
備
や
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
プ
ログ
ラム
の
拡
充
等
に
よ
る
出
口
一
体
型

リカ
レ
ント
教
育
を
推
進
す
る
こと
に
よ
り、
誰
も
が
い
くつ
に
な
って
も
新
た
な
チ
ャレ
ンジ
が
で
き
る
社
会
を構
築
す
る
。

☆
大
学
・専
修
学
校
の
実
践
的
短
期
プ
ログ
ラム
に
対
す
る
文
部
科
学
大
臣
認
定
の
充
実

•
大
学
・大
学
院
「職
業
実
践
力
育
成
プ
ログ
ラム
」(
BP
)
及
び
「キ
ャリ
ア
形
成
促
進
プ
ログ
ラム
」

⇒
受
講
者
の
学
習
機
会
の
拡
充
や
学
習
費
用
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う、
認
定
講
座
を
さら
に
充
実
。

令
和
2年
5月
時
点
：
Ｂ
Ｐ
28
2講
座
、キ
ャリ
ア
形
成
促
進
プ
ログ
ラム
19
講
座

大
学
・
専
門
学
校
等
を
活
用
し
た
社
会
人
向
け
の
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
拡
充

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の
た
め
の
学
習
基
盤
の
整
備

○
放

送
大

学
の

充
実

○
産

学
連

携
に

よ
る

情
報

技
術

人
材

等
の

育
成

(成
長

分
野

を
支

え
る情

報
技

術
人

材
の

育
成

拠
点

の
形

成
(e

nP
iT

-P
ro

)：
28

9百
万

円
(2

89
百

万
円

) )
＊

57
,8

70
千

円
×

５
拠

点
(超

ス
マ

ー
ト

社
会

の
実

現
に

向
け

た
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィス

ト
育

成
事

業
：

23
4百

万
円

(2
34

百
万

円
) 

)
＊

46
,7

68
千

円
×

５
拠

点
・産
学
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
ネ
ット
ワー
クの
形
成

・セ
キ
ュリ
テ
ィ等
の
IT
技
術
者
の
ス
キ
ル
アッ
プ・
ス
キ
ル
チ
ェン
ジ
の
た
め
の
短
期
プ
ログ
ラム
の
開
発
・実
施

○
専

修
学

校
リカ

レ
ン

ト教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

＊
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
16

,8
61

千
円

×
10

箇
所

＊
リス

タ
ー

トプ
ロ

グ
ラ

ム
：

8,
01

5千
円

×
17

箇
所

・短
期
の
学
び
を
中
心
に
、分
野
を超
え
た
リカ
レ
ント
教
育
プロ
グ
ラム
の
開
発

・産
学
連
携
に
よる
リス
ター
トプ
ログ
ラム
の
開
発
・実
証
等

○
教

職
に

関
す

る
リカ

レ
ン

ト教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

（
学

校
教

育
に

お
け

る
外

部
人

材
の

活
用

促
進

事
業

：
81

百
万

円
の

内
数

（
31

百
万

円
※

R1
補

正
で

11
1百

万
円

）
）

＊
62

5千
円

×
8拠

点

○
産

学
官

連
携

に
よ

る
地

元
定

着
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
（

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
人

材
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

構
築

事
業

：
25

4百
万

円
（

25
4百

万
円

）
）

＊
58

,6
00

千
円

×
3拠

点
、

78
,0

00
千

円
×

1拠
点

（
幹

事
校

）
・産
学
官
が
連
携
し、
地
域
が
求
め
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
改
革
を
実
行
す
る
とと
も
に
、

出
口
（
就
職
先
）
と一
体
とな
った
教
育
プ
ログ
ラム
を
実
施

○
実

務
家

教
員

の
育

成
（

持
続

的
な

産
学

共
同

人
材

育
成

シ
ス

テ
ム

構
築

事
業

：
28

0百
万

円
（

28
0百

万
円

) 
)

○
女

性
の

キ
ャリ

ア
ア

ップ
等

（
女

性
の

多
様

な
チ

ャレ
ン

ジ
に

寄
り添

う学
び

と社
会

参
画

支
援

事
業

：
34

百
万

円
（

34
百

万
円

）
）

・女
性
の
キ
ャリ
ア
ア
ップ
・キ
ャリ
アチ
ェン
ジ
に
向
け
た
学
び
直
しや
キ
ャリ
ア形
成
等
の
総
合
的
支
援

○
社

会
人

向
け

情
報

ア
ク

セ
ス

の
改

善
（

社
会

人
の

学
び

の
情

報
ア

ク
セ

ス
改

善
に

向
け

た
実

践
研

究
：

17
百

万
円

（
17

百
万

円
）

）
・講
座
情
報
、各
種
支
援
制
度
等
へ
効
果
的
に
ア
クセ
ス
で
き
る
情
報
発
信
ポ
ー
タル
サ
イト
の
充
実
・実
践
研
究

○
リカ

レン
ト講

座
の

運
営

モデ
ル

の
構

築
（

大
学

等
に

お
け

る
リカ

レ
ン

ト
講

座
の

持
続

可
能

な
運

営
モ

デ
ル

の
構

築
：

24
百

万
円

（
16

百
万

円
）

)
・大
学
等
に
お
け
る
リカ
レ
ント
講
座
の
持
続
可
能
な
運
営
モ
デ
ル
に
お
け
る
実
証
研
究
。

(専
修

学
校

リカ
レ

ン
ト

教
育

総
合

推
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト
：

33
7百

万
円

(4
25

百
万

円
))

○
価

値
創

造
人

材
の

育
成

（
大

学
等

に
お

け
る

価
値

創
造

人
材

育
成

拠
点

の
形

成
：

14
5百

万
円

）
(新

規
）

＊
47

,0
00

千
円

×
3拠

点
・「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」や
「骨
太
の
方
針
」で
実
施
が
求
め
られ
て
い
る
創
造
的
な

発
想
を
ビジ
ネ
ス
に
つ
な
ぐ教
育
プ
ログ
ラム
の
開
発
及
び
拠
点
の
形
成

・社
会
人
の
学
び
直
しを
含
む
実
践
的
な
教
育
を
支
え
る
実
務
家
教
員
を
育
成
・活
用
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築

＊
中

核
拠

点
58

百
万

円
×

4拠
点

、運
営

拠
点

48
百

万
円

×
1拠

点

※
この
ほ
か
、社
会
人
の
組
織
的
な
受
入
れ
を促
進
す
る
大
学
等
へ
の
経
常
費
補
助
、職
業
実
践
的
な
教
育
を行
う「
専
門
職
大
学
」等
の
制
度
化
（
平
成
31
年
4月
施
行
）
を実
施
。

・令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
より
開
発
・実
施
して
い
る
就
職
氷
河
期
世
代
の
うち
教
員
免
許
状
を持
つ
も
の
の

教
職
へ
の
道
を
諦
め
ざ
る
を得
な
か
った
者
等
を対
象
とし
た
リカ
レン
ト教
育
プ
ログ
ラム
を継
続
的
に
実
施
。

・数
理
・デ
ー
タサ
イエ
ンス
・A
I教
育
に
関
す
る
コン
テ
ンツ
の
制
作

＊
６

講
座

（
10

0,
00

0千
円

）

（
放

送
大

学
学

園
補

助
金

：
7,

66
6百

万
円

（
7,

38
6百

万
円

))
（

放
送

大
学

全
体

とし
て

は
拡

充
予

定
）

令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

94
億
円

（
前
年
度
予
算
額

90
億
円
）

So
ci

et
y5

.0
を
見
据
え
た
人
材
育
成

＊
5,

32
0千

円
×

３
拠

点
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専
修
学
校
に
お
け
る
先
端
技
術
利
活
用
実
証
研
究

世
界
に
先
駆
け
て
人
口
減
少
に
直
面
す
る
日
本
は
、
産
業
界
等
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
労
働
力
世
代
の
個
々
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
技
術
継

承
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
企
業
等
の
現
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
高
い
情
報
伝
達
能
力
や
再
現
性
か
ら
、
既
に
研
修
等
に
お
い
て
先
端
技
術
（
V
R
・
A
R
等
）
を
導
入
し
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
、
海
外
に
お
い
て
は
先
端
技
術
の
導
入
は
教
育
分
野
に
お
い
て
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
専
修
学
校
に
お
け
る
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
行
う
授
業
（
遠
隔
授
業
）
は
急
速

に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
対
面
で
実
施
さ
れ
て
き
た
実
践
的
な
職
業
教
育
と
同
等
以
上
の
教
育
的
効
果
を
高
め
る
た
め
の
質
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

⇒
 上

記
を

踏
ま

え
る

と
、

職
業

人
材

の
養

成
場

面
に

お
い

て
も

様
々

な
先

端
技

術
の

活
用

に
よ

る
教

育
方

法
等

の
改

善
が

重
要

に
な

る
。

背 景 事 業 内 容

■
概

要

多
様
な
分
野
に
お
い
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
育
手
法
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
在
宅
等
で
も
、
対
面
授
業
と
同
等
以
上
の
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
人
材
の
養
成
機
能
を
強
化
・
充
実
し
て
い
く
と
と
も

に
、
先
端
技
術
の
技
術
革
新
や
社
会
実
装
が
触
発
さ
れ
る
。

令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

7億
円

分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議

〇
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
及
び
連
絡
調
整

〇
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
成
果
を
体
系
的
に
ま
と
め
、
普
及
・
定
着

方
策
を
検
討

○
新
た
な
技
術
開
発
動
向
や
活
用
事
例
の
リ
サ
ー
チ

等

成 果

産
業
界

■
ス

キ
ー

ム

新
た
な
技
術
開
発
に
関
す
る
示
唆

動
向
リ
サ
ー
チ

専
修
学
校
教
育
に
お
け
る
職
業
人
材
の
養
成
機
能
を
強
化
・
充
実
す
る
た
め
、
産
学
が
連
携
し
実
践
的
な
職
業
教
育
を
支
え
る
実
習
授
業
等
に
お
け
る
先
端
技
術
（
V
R
・

A
R
等
）
の
活
用
方
策
に
つ
い
て
実
証
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
在
宅
等
で
も
、
専
修
学
校
に
お
け
る
実
践
的
な
職
業
教
育
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
提
供
す
る
た
め
、
先

端
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
の
実
践
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
分
野
横
断
型
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
成
果

に
横
串
を
刺
し
、
事
業
の
成
果
を
体
系
的
に
ま
と
め
る
。

企 業 等
行 政

①
先
端
技
術
利
活
用
・
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〇
専
修
学
校
を
中
心
と
し
て
、
産
業
界
、
行
政
を
含
め
た
協

議
体
を
各
分
野
で
構
成

〇
座
学
や
実
習
授
業
等
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
方
策

（
教
育
手
法
へ
の
落
と
し
込
み
に
係
る
方
策
）
に
つ
い
て

実
証
・
研
究

②
専
修
学
校
遠
隔
教
育
導
入
モ
デ
ル
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
新
規
】

〇
専
修
学
校
を
中
心
と
し
て
、
産
業
界
、
行
政
を
含
め
た
協
議
体
を
各
分
野
で
構
成

〇
先
端
技
術
を
活
用
し
、
専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
実
践
モ
デ
ル
を
構
築

（
前
年
度
予
算
額

4億
円
）

【
約
３
２
７
百
万
円
（
前
年
度
約
３
２
７
百
万
円
）
】
（
１
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
×
約
２
０
百
万
円
）

【
約
３
２
７
百
万
円
】
（
１
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
×
約
２
０
百
万
円
）

【
約
４
７
百
万
円
（
前
年
度
約
２
３
百
万
円
）
】
（
２
箇
所
×
約
２
３
百
万
円
）
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専
修
学
校
留
学
生
の
学
び
の
支
援
推
進
事
業

令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

3億
円
（
新
規
）

背
景

課
題
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

日
本
再
興
戦
略
に
お
け
る
「留
学
生
30
万
人
計
画
」に
基
づ
き
、専
修
学
校
に
お
い
て
は
、専
修
学
校
、日
本
語
教
育
機
関
及
び
諸
外
国
の
教
育
機
関
並
び
に
産
業
界
が
一
体
とな
り各
地
域
に

お
け
る
外
国
人
留
学
生
等
の
戦
略
的
受
入
れ
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
て
きた
が
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り、
留
学
生
の
我
が
国
へ
の
入
国
が
容
易
で
は
な
くな
って

お
り（
R2
年
度
日
本
語
教
育
機
関
の
入
学
者
数
は
前
年
度
比
47
.6
％
：
全
専
各
連
調
べ
）
、こ
れ
まで
専
修
学
校
が
築
き
上
げ
て
き
た
留
学
モ
デ
ル
は
、機
能
しな
くな
る
恐
れ
が
あ
る。

一
方
で
我
が
国
に
とっ
て
優
秀
な
留
学
生
を
確
保
す
る
こと
は
生
産
性
の
維
持
・向
上
の
観
点
か
らも
死
活
的
に
重
要
で
あ
り、
入
国
す
らで
き
な
い
留
学
予
定
者
や
母
国
へ
一
時
帰
国
して
い
る
留

学
生
の
た
め
、当
面
、母
国
に
い
な
が
らに
して
遠
隔
授
業
で
学
習
を
行
え
る
環
境
の
整
備
、留
学
生
の
学
び
を
支
え
る
学
習
コン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
学
習
サ
ポ
ー
トが
不
可
欠
な
状
況
で
あ
る
。

新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
や
新
た
な
危
機
に
備
え
る
観
点
か
ら留
学
生
を
トー
タ
ル
パ
ッケ
ー
ジ
で
支
援
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こと
が
重
要
で
あ
る
。

事
業
内
容

ア
ウ
トプ
ット
(活
動
目
標
)

留
学
生
受
入
れ
に
係
る
トー
タル
パ
ッケ
ー
ジ
化
した
モ
デ
ル
の
構
築

⇒
9地
域

初
期
：
専
修
学
校
に
お
け
る
受
入
れ
留
学
生
の
確
保
・

増
加

中
長
期
：
専
修
学
校
に
お
け
る
留
学
生
の
受
入
人
数
や

就
職
率
の
向
上

専
修
学
校
に
お
い
て
、社
会
や
企
業
ニー
ズ
に
則
した

実
践
的
な
職
業
人
材
を
輩
出
す
る
こと
に
より
、我
が

国
の
労
働
生
産
性
の
向
上
及
び
生
涯
を
通
じた
学
習

機
会
の
拡
大
に
寄
与
す
る
。

背
景
・

課
題

①
コロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
各
地
域
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
戦
略
的
受
入
に
向
け
た
体
制
整
備

●
コロ
ナ
禍
を
契
機
とし
て
、母
国
で
主
に
オ
ン
ライ
ン
を
通
じて
学
習
す
る
た
め
の
コン
テ
ン
ツ開
発
や

学
修
サ
ポ
ー
ト体
制
を
構
築
す
る
とと
も
に
、現
地
の
教
育
機
関
な
どと
も
連
携
し、
母
国
で
の
学
修

を評
価
し、
来
日
以
後
の
残
りの
学
修
、就
職
支
援
ま
で
を
トー
タル
パ
ッケ
ー
ジ
で
支
援
す
る
モ
デ

ル
を構
築
す
る
。

●
件
数
・単
価
：
９
箇
所
×
約
３
０
百
万
円

②
分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議
の
実
施

●
各
取
組
の
進
捗
管
理
及
び
連
絡
調
整
を行
い
、事
業
成
果
を
体
系
的
に
とり
ま
とめ
る
とと
も
に
普

及
・定
着
方
策
を
検
討
、展
開
す
る
。

●
件
数
・単
価
：
１
箇
所
×
約
３
０
百
万
円

ア
ウ
トカ
ム
(成
果
目
標
)

イ
ン
パ
ク
ト(
国
民
・社
会
へ
の
影
響
)

③
継
続
的
な
外
国
人
留
学
生
の
状
況
調
査

●
専
修
学
校
の
外
国
人
留
学
生
の
継
続
的
な
実
態
把
握
の
た
め
、留
学
動
向
や
そ
の
後
の
就
職

状
況
に
つ
い
て
、全
国
的
な
調
査
・分
析
を
実
施
し、
上
記
の
取
組
に
反
映
させ
る
。

●
件
数
・単
価
：
１
箇
所
×
約
２
６
百
万
円

訪
日
前
オ
ン
ライ
ン
教
育
受
講
者
数

⇒
45
0名
（
9地
域
×
50
名
）

遠
隔
授
業
に
よ
る
教
育
の
提
供
と
学
習

成
果
の
評
価

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
教
員
と
の
面
談
、
留
学

生
同
士
の
交
流

実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
、
技
能
・

技
術
を
修
得
さ
せ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施

国
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・定
着
支
援

実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
、
技
能
・

技
術
を
修
得
さ
せ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施

国
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・定
着
支
援

（
進
捗
管
理
、連
絡
調
整
、普
及
定
着
方
策
の
実
施
）

（
留
学
の
受
入
れ
状
況
や
就
職
状
況
の
調
査
・分
析
を実
施
）
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専
門
学
校
と高
等
学
校
の
有
機
的
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
証
令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

4億
円
（
新
規
）

背
景

課
題
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

事
業
内
容

背
景 ・ 課
題

①
新
た
な
社
会
的
ニー
ズ
に
応
じた
専
門
的
職
業
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、専
門
学
校
と高
等
学
校
、教
育
委
員
会
等
の
行
政
及
び
企
業
が
協
働
で
高
・専
一
貫
の
教
育
プ
ログ
ラム
を
開
発
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

●
件
数
・単
価
：
16
箇
所
（
8分
野
×
2箇
所
）
×
約
24
百
万
円

初
期
：
目
的
意
識
を
持
って
専
門
学
校
に
進
学
を
希
望
す
る

高
校
生
等
の
増
加
（
中
途
退
学
者
数
減
）

中
長
期
：
専
修
学
校
に
お
け
る
職
業
教
育
の
質
向
上
及
び
認
知

向
上

ア
ウ
ト
カ
ム
(成
果
目
標
)

専
門
学
校
に
お
い
て
、社
会
や
企
業
ニー
ズ
に
則
した
実
践

的
な
職
業
人
材
を
輩
出
す
る
こと
に
よ
り、
我
が
国
の
労
働

生
産
性
の
向
上
及
び
生
涯
を
通
じた
学
習
機
会
の
拡
大
に

寄
与
す
る
。

イ
ン
パ
ク
ト
(国
民
・社
会
へ
の
影
響
)

ア
ウ
ト
プ
ット
(活
動
目
標
)

高
等
学
校
と専
門
学
校
が
連
携
す
る
一
貫
した
教
育

プ
ログ
ラム
の
構
築
数
⇒
16
モ
デ
ル

プ
ログ
ラム
受
講
者
数

⇒
64
0名
（
16
モ
デ
ル
×
４
0名
）

②
分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
し、
各
取
組
の
進
捗
管
理
及
び
連
絡
調
整
を
行
い
、事
業
成
果
を
体
系
的
に
とり
まと
め
る
とと
も
に
普
及
・定
着
方
策
を
検
討
、展
開
す
る
。

●
件
数
・単
価
：
1箇
所
×
約
29
百
万
円

（
「専
修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人
材
養
成
事
業
」の
新
規
メ
ニ
ュー
とし
て
実
施
）

（
進
捗
管
理
、連
絡
調
整
、普
及
定
着
方
策
の
実
施
）

高
等
教
育
段
階
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
連
携
校
の
検
討
・
開
拓

学
費
低
減
方
策
の
検
討

就
職
先
企
業
の
開
拓
（
進
学
す
る
場
合
は
大
学
）

ス
キ
ル
マ
ッ
プ
素
案
の
作
成

メ
ン
タ
ー
社
員
の
派
遣

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
の
提
言

後
期
中
等
教
育
段
階
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成

学
習
指
導
要
領
と
の
擦
り
合
わ
せ

生
徒
募
集

就
職
先
企
業
の
開
拓

全
体
調
整
・
進
捗
管
理
・
体
制
構
築

広
報

効
果
検
証

高
等
学
校
、
企
業
、
専
門
学
校
、
教
委

の
橋
渡
し

高
等
学
校
、
行
政
、
専
門
学
校
、
企
業

の
四
者
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築

課
題
の
洗
い
出
し
、
教
育
目
標
の
設
定
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討

超
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、産
業
や
社
会
構
造
の
変
化
、グ
ロー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、経
済
社
会
の
一
層
の
発
展
を
期
す
た
め
に
は
、経
済
再
生
の
先
導
役
とな
る
中

核
的
役
割
を
果
た
す
専
門
人
材
の
養
成
が
必
要
不
可
欠
。

多
くの
専
門
学
校
で
は
、高
等
学
校
等
と何
らか
の
連
携
（
出
前
授
業
や
職
業
体
験
講
座
の
提
供
）
を
図
って
い
る
も
の
の
、高
等
学
校
・専
門
学
校
双
方
か
ら
更
な
る
連
携
の
ニ
ー
ズ
は
存
在
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、共
通
の
目
標
設
定
や
一
貫
した
カ
リキ
ュラ
ム
構
築
な
どに
は
至
って
お
ら
ず
、出
口
（
就
職
等
）
ま
で
を
見
据
え
て
高
等
学
校
、教
育
委
員
会
等
の
行
政
、専
門
学
校
、企
業
の
四

者
が
意
見
交
換
す
る
場
は
ほ
とん
ど見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、専
門
学
校
の
生
徒
の
中
に
は
、キ
ャリ
ア
意
識
が
必
ず
しも
明
確
で
な
い
ま
ま
入
学
し、
学
習
意
欲
が
維
持
で
き
な
か
った
り、
中
途
退
学
して
しま
うケ
ー
ス
も
見
られ
る
。退
学
の
主
な
要
因
とし
て
、

具
体
的
な
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
な
い
、授
業
内
容
が
理
解
で
き
な
い
な
ど（
（
株
）
進
研
アド
調
べ
）
が
挙
げ
られ
て
お
り、
専
門
学
校
入
学
前
か
らよ
り専
門
的
な
学
習
を
行
い
、将
来
像
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こと
が
重
要
。
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４．地域における学びの推進 
 

１．要 旨 

学校を核とした地域力強化のための仕組みづくりなどを推進するため、地方の活性化に
つながる多様な取組を展開することにより、まち全体で地域の将来を担う子供たちの育成、
地方創生の実現を図る。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、本物に触れるなどの自然体験活動の機会
の減少や格差が課題となっていることを踏まえ、新しい生活様式に沿った学び・体験機会の
充実等を図るため、青少年教育団体が実施する自然体験活動を支援する。 

さらに、集団登校中の児童生徒が巻き込まれる交通事故、襲撃事件の発生など学校安全の
確保に関する課題に着実に対応するため、警察や地域と連携し登下校時の安全確保に取り
組む。 
 

２．主 な 事 業 内 容 

○学校・家庭・地域の連携・協働 

（１）学校を核とした地域力強化プラン 9,540百万円(7,373百万円) 
学校を核とした地域力強化の仕組みづくりや地域の活性化に直結する施策等を地域

の特色に応じて組み合わせて推進する。 

【主な取組】 
・地域と学校の連携・協働体制構築事業 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤となる体制の構築を支援するため
に、「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」と「地域学校協働活動」を一
体的に推進し、社会全体の教育力の向上及び地域の活性化を図る。また、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を踏まえて、オンラインによる活動実施や感染症予防対策に必
要な物品等の経費を支援する。 

           
・地域における家庭教育支援基盤構築事業 

地域人材の養成や家庭教育支援チームの組織化など家庭教育支援体制の構築、保護
者への学習機会の提供や相談対応・情報提供に加え、児童虐待への対応を含む支援員
等に対する研修の強化、保護者に寄り添うアウトリーチ型支援の実施など地域におけ
る家庭教育支援の取組を推進する。 
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・地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業        338 百万円( 338 百万円 ) 
地域ぐるみで見守り活動を行う体制を整備し、子供の安全を確保する。全ての自治

体でスクールガード・リーダーの専門的助言に基づく見守り活動が行われるよう人員
を増員する（4,000 人）とともに、スクールガード・リーダーの装備品を充実する。  

 

○子供の体験活動の推進 

（１）体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト 260 百万円（27 百万円）  
新しい生活様式に沿った体験活動の機会や場を充実させるための事業を実施すると

ともに、体験活動に関する普及啓発や調査研究、民間企業が実施する優れた取組に対し
ての顕彰事業を実施することにより、社会全体で体験活動を通じた青少年の自立支援を
より一層促進する。 

 

○学校安全の着実な推進 

（１）学校安全推進事業                  244 百万円( 244 百万円 ) 
セーフティプロモーションスクール等の先進事例を参考とするなどして、実践的な安

全教育、学校安全の組織的取組、外部専門家の活用を図るとともに、安全教育の推進に
関する調査研究を実施する。また、都道府県等における教職員等への研修の支援や小学
生新１年生向けリーフレットを作成・配布する。 
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一
億
総
活
躍
社
会
、

地
方
創
生
を
実
現

【
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
構
築
事
業
】

8
,8
5
0
百
万
円
（
6
,7
3
7
百
万
円
）

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制

を
構
築
す
る
た
め
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校

運
営
協
議
会
制
度
）
」
と
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
一
体
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
学
習
支
援
や
体
験
活

動
な
ど
の
取
組
を
支
援
す
る
。

地
域
学
校
協
働
本
部
8
,0
0
0
→
9
,0
0
0
本
部

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
消
毒
用
品
等
に
係
る
経
費
を
支
援

学
校
を
核
と
し
た
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
形
成

地
域
資
源
を
生
か
し
た

豊
か
な
学
び
の
実
現

子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
、

地
域
の
担
い
手
の
増
加

子
育
て
環
境
の
整
備
、

人
口
流
出
の
抑
制
、
地
域
の
活
性
化

学
校
を
核
と
し
た

地
域
力
強
化
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

様
々
な
施
策
の

展
開
に
よ
り
、

教
育
の
充
実
、

地
域
も
活
性
化

学
校
を
核
とし
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
事
業
内
容

・地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
柔
軟
に
支
援

・様
々
な
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
現
に
向
け
た

地
域
連
携
の
基
盤
づ
く
り

【
地
域
に
お
け
る
学
び
を
通
じ
た
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
】

4
7
百
万
円
（
4
7
百
万
円
）

就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
お
い
て

不
利
な
立
場
に
あ
る
高
校
中
退
者
等

を
対
象
に
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
学

習
相
談
及
び
学
習
支
援
を
実
施
す
る

地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る
。

実
の
た
め
の
経
費
を
支
援

【
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業
】

1
0
7
百
万
円
（
7
5
百
万
円
）

地
域
人
材
の
養
成
や
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織

化
な
ど
家
庭
教
育
支
援
体
制
の
構
築
、
保
護
者
へ
の

学
習
機
会
の
提
供
や
相
談
対
応
・
情
報
提
供
に
加
え
、

児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応
を
含
む
支
援
員
等
に
対
す

る
研
修
の
強
化
、
保
護
者
に
寄
り
添
う
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
支
援
の
実
施
な
ど
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支

援
の
取
組
を
推
進
す
る
。

保
護
者
に
寄
り
添
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
の
充

実
の
た
め
の
経
費
を
支
援

【
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
】

3
3
8
百
万
円
（
3
3
8
百
万
円
）

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
（
防
犯
の
知
識
を
有
す
る

者
）
」
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
」
の
活
用
等
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の
安
全
を

見
守
る
体
制
を
整
備
し
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
学
校
安
全

に
関
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
力
の
強
化
を
図
る
。

（
参
考
）

関
連
事
業
と
し
て
、
「
学
校
安
全
推
進
事
業
」
(委
託
事
業
)に
お
い

て
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
（
S
P
S
）
等
の
先
進
事
例

を
参
考
と
し
た
取
組
も
実
施

【
地
域
と
連
携
し
た
学
校
保
健
推
進
事
業
】

８
百
万
円
（
8
百
万
円
）

養
護
教
諭
の
未
配
置
校
等
に
対
し
、
経
験
豊
富
な
退
職
養
護

教
諭
を
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
派
遣
し
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
学
校

保
健
活
動
の
展
開
を
図
り
、
地
域
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

確
保
の
た
め
の
追
加
支
援

【
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進
事
業
】

1
2
0
百
万
円
（
9
9
百
万
円
）

宿
泊
を
伴
う
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

を
育
む
と
と
も
に
、
自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
ら
の
役
割
を
意
識
さ
せ
る
な
ど
一

人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
。

ま
た
、
地
域
人
材
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
世
代
間
交
流
や
都

市
農
村
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
失
わ
れ
た
体
験
活
動
の
機
会
の

確
保
の
た
め
の
追
加
支
援

学
校
を
核
とし
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル

農
山
漁
村

体
験

農
山
漁
村

体
験

学
習
相
談

学
習
支
援

学
習
相
談

学
習
支
援

体
験
活
動

体
験
活
動

キ
ャ
リ
ア

教
育

キ
ャ
リ
ア

教
育

地
域
連
携

学
校
保
健

地
域
連
携

学
校
保
健子
供
の

安
全

子
供
の

安
全

地
域
学
校

協
働
活
動

地
域
の
教
育
力

の
向
上

家
庭
教
育

支
援

学
校
を
核
と
し
て
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
好
循
環
を
創
出

少
子

化
・高

齢
化

の
進

展
、地

域
の

つ
な

が
りの

希
薄

化
等

を
背

景
に

、子
供
た
ち
を
取
り巻
く地
域
力
が
衰
退

。
各

地
域

が
抱

え
る

課
題

は
様

々
で

あ
り、
各
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
取
組
が
必
要

。
「社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現

に
向

け
て

、学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
働
に
よ
る
取
組
が
必
要

不
可
欠

。

背
景
・

課
題

学
校

を
核

とし
て
地
域
住
民
等
の
参
画
や
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
事
業
等
を
展
開

す
る

こと
で

、ま
ち
全
体
で
地
域
の
将
来
を
担

う子
供
た
ち
を
育
成

す
る

とと
も

に
、一
億
総
活
躍
社
会

及
び
地
方

創
生
の
実
現

を
図

る
。

地
域
格
差
、
経
済
格
差
の
拡
大

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展

共
働
き
世
帯
、
一
人

親
世
帯
の
増
加

地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化

子
供
た
ち
を

取
り
巻
く

地
域
力
の
低
下

家
庭
教
育
の
困
難
さ

学
校
を
取
り
巻
く
問
題

の
複
雑
化
・
困
難
化

【
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
推
進
事
業
】

８
百
万
円
(８
百
万
円
)

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
を
都
道
府
県
等
に
配
置

し
、
地
元
企
業
等
と
連
携
し
た
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び
地
元

へ
の
愛
着
を
深
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
等
を
通
じ
、
地
元
に
就
職
し
地

域
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

令
和

3年
度

要
求

・要
望

額
95

億
円

（
前

年
度

予
算

額
74

億
円

）
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背
景

課
題

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

あ
あ

地
域

社
会

の
つ

な
が

りや
支

え
合

い
の

希
薄

化
等

に
よ

る
地
域
の
教
育
力
の
低
下

や
、学
校
が
抱
え
る
課
題
の
複
雑
化
・困
難
化

とい
った

社
会

的
課

題
の

解
決

を
目

指
す

とと
も

に
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現

に
向

け
た

基
盤

とし
て

、地
域
と学
校
が
連
携
・協
働

し
、地

域
全

体
で

未
来

を
担

う子
供

た
ち

の
成

長
を

支
え

て
い

くた
め

、「
コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
」と
「地
域
学
校
協
働
活
動
」の
一
体
的
な
推
進

が
必

要
。

事
業
内
容

背
景
・

課
題

地
域
と学
校
の
連
携
・協
働
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組

●
「社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」の
実

現
に

向
け

た
基

盤
とな

る
体

制
を

構
築

す
る

た
め

に
、「

コミ
ュニ

テ
ィ・

ス
クー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
制

度
）

」と
「地

域
学

校
協

働
活

動
」

を
一

体
的

に
推

進
す

る
とと

も
に

、地
域

に
お

け
る

学
習

支
援

や
体

験
活

動
な

どの
取

組
を

支
援

す
る

。
●

「地
域

学
校

協
働

活
動

」を
推

進
す

る
た

め
、地

域
と学

校
を

つ
な

ぐ「
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

」を
配

置
し、

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
た

様
々

な
地

域
学

校
協

働
活

動
の

実
施

及
び

総
合

化
、ネ

ット
ワ

ー
ク化

を
目

指
す

。
●

都
道

府
県

等
並

び
に

市
町

村
が

、所
管

す
る

全
て

の
公

立
学

校
に

学
校

運
営

協
議

会
を

設
置

し、
地

域
とと

も
に

あ
る

学
校

づ
くり

を
推

進
す

る
た

め
、効

果
的

な
導

入
・運

営
方

法
等

に
つ

い
て

学
校

・地
域

間
で

情
報

交
換

・情
報

共
有

等
を

行
い

､総
合

的
な

推
進

方
策

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
●

件
数

・単
価

（
国

庫
補

助
額

）
：

9,
00

0箇
所

（
本

部
）

×
約

70
万

円
（

予
定

）

国
1/

3
都

道
府

県
1/

3
市

町
村

1/
3

【補
助

率
】

地
域
と学
校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

令
和

3年
度

要
求

・要
望

額
89

億
円

（
前

年
度

予
算

額
67

億
円

） 地
域
学
校
協
働
活
動

幅
広

い
地

域
住

民
や

企
業

・団
体

等
の

参
画

に
よ

り、
地

域
全

体
で

未
来

を
担

う子
供

た
ち

の
成

長
を

支
え

、地
域

を
創

生
す

る
た

め
の

活
動

補
助
を
行
う地
域
学
校
協
働
活
動

「学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
」を

踏
ま

え
た

活
動

例
）

働
き

方
改

革
答

申
に

お
け

る
以

下
の

活
動

等
を

実
施

。
①

登
下

校
に

関
す

る
対

応
②

放
課

後
か

ら夜
間

な
どに

お
け

る
見

守
り、

児
童

生
徒

が
補

導
され

た
とき

の
対

応
③

児
童

生
徒

の
休

み
時

間
に

お
け

る
対

応
④

校
内

清
掃

⑤
部

活
動

の
補

助
地

域
に

お
け

る
学

習
支

援
・体

験
活

動
（

放
課

後
等

に
お

け
る

学
習

支
援

活
動

等
）

×
×
中
学
校
区
を
統
括
！

地
域
学
校
協
働
本
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う

○
○
小
学
校
区

×
×
中
学
校

地
域
学
校
協
働
本
部

9,
00

0本
部

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
を中

心
に

、協
働

活
動

支
援

員
や

協
働

活
動

サ
ポ

ー
ター

な
ど

様
々

な
ボ

ラン
テ

ィア
が

緩
や

か
な

ネ
ット

ワー
クを

構
築

しな
が

ら地
域

の
実

情
に

応
じた

協
働

活
動

を実
施

×
×
中
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
一
体

的
に
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

多
様
な
地
域
学
校
協
働
活
動
の
うち
、学
校
・家

庭
・地
域
を
取
り巻
く喫
緊
の
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
を
必
須
の
活
動
と位
置
づ
け
、重
点
的

に
補
助
を
行
う。

△
△
小
学
校

概
要 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

高
校
生
・

大
学
生

地
域

住
民

保
護
者

Ｐ
Ｔ
Ａ

企
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ

文
化

団
体

警
察
・

消
防

ス
ポ
ー
ツ

団
体

社
会
福
祉

協
議
会

ま
ち
づ
くり

組
織

○
○
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
した
活
動
に
係
る
経
費
の
支
援

●
学

校
・地

域
と連

携
・協

働
して

感
染

症
予

防
に

配
慮

した
活

動
等

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

「地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
」の

活
動

時
間

増
に

伴
う経

費
を

支
援

。
●

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
活

動
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

や
、新

型
コロ

ナ
ウ

イル
ス

感
染

症
予

防
対

策
に

か
か

る
物

品
等

（
消

毒
液

の
準

備
等

）
及

び
感

染
予

防
に

配
慮

しな
が

らの
活

動
の

実
施

の
た

め
に

必
要

な
経

費
を

支
援

。
●

件
数

・単
価

（
国

庫
補

助
額

）
：

9,
00

0箇
所

（
本

部
）

×
約

24
万

円
（

予
定

）

△
△
小
学
校
区

補
助

事
業

者
：

都
道

府
県

・指
定

都
市

・中
核

市
補

助
率

：
国

1/
3、

都
道

府
県

1/
3、

市
町

村
1/

3
（

た
だ

し、
都

道
府

県
･指

定
都

市
･中

核
市

(以
下

「都
道

府
県

等
」)

が
行

う場
合

は
国

1/
3、

都
道

府
県

等
2/

3）
補

助
要

件
：

①
コミ

ュニ
テ

ィ・
ス

クー
ル

を
導

入
して

い
る

こと
、ま

た
は

導
入

に
向

け
た

具
体

的
な

計
画

が
あ

る
こと

②
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

を
配

置
す

る
こと

＜
事

業
イメ

ー
ジ

＞

○
学

校
・家

庭
・地

域
の

連
携

・協
働

体
制

が
構

築
され

、目
標

や
ビジ

ョン
を

共
有

し、
地

域
学

校
協

働
活

動
に

取
り組

む
地

域
が

増
加

。
○

学
校

が
抱

え
る

課
題

が
解

消
され

る
とと

も
に

、「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」が
実

現
。

○
子

供
た

ち
が

地
域

に
目

を向
け

、地
域

に
愛

着
を感

じる
よ

うに
な

り、
地

域
も

子
供

に
関

わ
る

こと
で

地
域

住
民

自
身

の
学

び
に

つ
な

が
る

。

事
業
実
施
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果
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地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

令
和

3年
度

要
求

・要
望

額
1億

円
(前

年
度

予
算

額
0.

7億
円

）

背
景

事
業
内
容

地
域

の
実

情
に

応
じた

家
庭

教
育

支
援

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、各
地

方
公

共
団

体
が

実
施

す
る

家
庭

教
育

支
援

を
担

う人
材

の
養

成
や

「家
庭

教
育

支
援

チ
ー

ム
」の

組
織

化
等

の
推

進
体

制
の

構
築

や
、

保
護

者
に

対
す

る
学

習
機

会
や

情
報

の
提

供
、相

談
対

応
等

の
取

組
を

支
援

す
る

。特
に

、真
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
寄
り添
い
届
け
る
ア
ウ
ト
リー
チ
型
支
援
の
充
実

を
図

る
。

全
国

の
様

々
な

地
域

に
お

い
て

、そ
れ

ぞ
れ

の
実

情
に

応
じた

家
庭

教
育

支
援

の
取

組
を

実
施

身
近

な
地

域
に

子
育

て
の

悩
み

や
不

安
を

相
談

で
き

る
人

が
い

る
保

護
者

の
割

合
の

改
善

〔3
4.

2％
（

H2
8)

〕
家

庭
・学

校
・地

域
の

連
携

・協
力

の
下

、社
会

全
体

で
子

供
た

ち
の

健
や

か
な

育
ち

を
支

え
る

環
境

を
構

築

背
景
・

課
題

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村

1
/
3

【
補
助
率
】

●
保

護
者

へ
の

学
習

機
会

の
効

果
的

な
提

供
・就

学
時

健
診

や
保

護
者

会
な

ど、
多

くの
保

護
者

が
集

ま
る

機
会

を
活

用
した

学
習

機
会

の
提

供
●

親
子

参
加

型
行

事
の

実
施

・親
子

の
自

己
肯

定
感

や
自

立
心

な
どを

養
成

す
る

た
め

、親
子

で
の

参
加

型
行

事
や

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

、
地

域
活

動
等

の
プ

ログ
ラム

を
展

開
●

家
庭

教
育

に
関

す
る

情
報

提
供

や
相

談
対

応
・悩

み
を

抱
え

る
保

護
者

、仕
事

で
忙

しい
保

護
者

な
ど、

様
々

な
家

庭
の

状
況

に
応

じて
、家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

等
に

よ
る

情
報

提
供

や
相

談
対

応
を

実
施

◆
地
域
全
体
で
の
家
庭
教
育
支
援
の
取
組
推
進

※
地

域
の

実
情

に
応

じて
、以

下
の

取
組

を
行

う地
方

公
共

団
体

（
都

道
府

県
、市

区
町

村
）

を
支

援
（

計
1,

00
0箇

所
）

●
家

庭
教

育
支

援
員

等
に

対
す

る
研

修
の

強
化

12
9箇

所
（

都
道

府
県

・政
令

市
・中

核
市

）
・子

供
の

健
や

か
な

育
ち

を
め

ぐる
課

題
へ

の
対

応
(虐

待
防

止
等

)な
ど

に
関

す
る

研
修

の
実

施

●
保
護
者
に
寄
り添
うア
ウ
トリ
ー
チ
型
支
援
の
充
実

30
0箇
所
（
市
区
町
村
）

・育
児

に
周

囲
の

協
力

が
得

られ
に

くい
家

庭
等

、真
に

支
援

が
必

要
な

家
庭

へ
個

々
の

情
報

提
供

や
相

談
対

応
等

、保
護

者
に

寄
り添

う支
援

の
実

施

➣
身

近
に

子
育

て
の

悩
み

や
不

安
を

相
談

で
き

る
相

手
が

い
な

い
〔地

域
に

お
い

て
子

育
て

の
悩

み
や

不
安

を
相

談
で

き
る

人
が

い
る

保
護

者
の

割
合

：
34

.2
％

(H
28

)〕

➣
児

童
相

談
所

に
お

け
る

児
童

虐
待

に
関

す
る

相
談

対
応

件
数

は
一

貫
して

増
加

〔児
童

相
談

所
で

の
相

談
対

応
件

数
：

11
,6

31
件

(H
11

)→
15

9,
83

8件
(H

30
)〕

➣
コロ

ナ
禍

で
の

生
活

不
安

や
ス

トレ
ス

に
よ

る
児

童
虐

待
等

の
リス

クの
高

ま
りが

懸
念

●
真
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
ア
ウ
ト
リー
チ
型
支
援
の
必
要
性

●
地
域
全
体
で
家
庭
教
育
を
支
え
る
必
要
性

➣
全

児
童

・生
徒

数
に

占
め

る
不

登
校

児
童

生
徒

の
割

合
は

増
加

〔不
登

校
児

童
生

徒
の

割
合

：
小

学
生

0.
32

％
(H

20
)→

0.
70

％
(H

30
) 

 中
学

生
2.

89
％

(H
20

)→
3.

65
％

(H
30

)〕

➣
核

家
族

化
や

共
働

き
家

庭
、ひ

とり
親

家
庭

の
増

加
〔児

童
(1

8歳
未

満
)の

い
る

世
帯

の
うち

、共
働

き
世

帯
：

94
9万

世
帯

(H
9)

→
1,

24
5万

世
帯

(R
元

)〕
〔児

童
(1

8歳
未

満
)の

い
る

世
帯

の
うち

、ひ
とり

親
世

帯
の

割
合

：
4.

5%
(H

10
)→

6.
5％

(R
元

) 
【約

72
万

世
帯

】〕

＜
主

な
内

容
＞

家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
推
進
体
制
の
構
築

家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
取
組
の
実
施

＜
主

な
内

容
＞

不
安
や
悩
み
を

抱
え
る
家
庭

家
庭

教
育

・子
育

て
に

関
心

が
高

い
家

庭

専
門

的
な

対
応

が
必

要
な

家
庭

家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム

学
び

の
場

や
情

報
の

提
供

等

ア
ウ
トリ
ー
チ
型
支
援

＜
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
（
イ
メ
ー
ジ
）
＞

●
家

庭
教

育
支

援
に

関
わ

る
地

域
の

多
様

な
人

材
の

養
成

・子
育

て
経

験
者

や
元

教
員

、民
生

委
員

・児
童

委
員

、保
健

師
等

、
地

域
の

多
様

な
人

材
の

参
画

を
促

進
●

家
庭

教
育

支
援

員
等

の
配

置
・小

学
校

等
に

家
庭

教
育

支
援

員
を

配
置

す
る

な
ど、

身
近

な
地

域
に

お
け

る
家

庭
教

育
支

援
の

体
制

強
化

●
「家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

」の
組

織
化

・地
域

に
お

け
る

家
庭

教
育

支
援

が
継

続
的

に
実

施
で

き
る

よ
うチ

ー
ム

の
組

織
化

福
祉

部
局

等
の

専
門

機
関

に
よ

る
対

応

真
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
対
応
（
ア
ウ
ト
リー
チ
型
支
援
）
の
充
実
（
児
童
虐
待
防
止
等
）
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令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

3億
円

(前
年
度
予
算
額

0.
2億
円
)

体
験
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち
を
対
象
に
自
然
体
験
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の

企
画
・
立
案
及
び
運
営
補
助
に
地
元
の
高
校
生
等
を
参
画
さ
せ
、
大
人
と
協
働
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
参
加
者
の
自
立
支
援
は
も
と
よ
り
、
高
校
生
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
主
権
者
意
識
の
育
成
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
事
業

を
検
証
す
る
。

（
9
6
5
千
円
×
6
箇
所
）

≪
実
施
例
≫
宿
泊
型
体
験
活
動
／
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
障
が
い
・
貧
困
・
虐
待
／
企
画
委
員
会
・
運
営
補
助
等
へ
一
般
高
校
生
の
参
画

な
ど

1
全

国
的

な
普

及
啓

発
事

業
家
庭
や
企
業
、
社
会
教
育
団
体
等
が
体
験
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
体
験
活
動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
普

及
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
間
の
連
携
を
促
進
す
る
。

（
青
少
年
の
体
験
活
動
の
必
要
性
発
信
・
・
・
1
,0
3
8
千
円
×
1
箇
所
）

（
青
少
年
の
体
験
活
動
の
推
進
・
・
・
・
・
・
1
,2
2
5
千
円
×
1
箇
所
）

5
青

少
年

の
体

験
活

動
推

進
企

業
表

彰
（

教
育

Ｃ
Ｓ

Ｒ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
）

体
験
活
動
の
推
進
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
人
格
形
成
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
青
少
年
の
日
常

生
活
に
お
い
て
、
遊
び
や
体
験
の
場
、
本
物
に
触
れ
る
な
ど
の
体
験
活
動
の
機
会
の
減
少
や
格
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
体
験
活
動
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
体
験
活
動
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
調
査
研
究
、
民
間

企
業
が
実
施
す
る
優
れ
た
取
組
に
対
し
て
の
顕
彰
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
で
体
験
活
動
を
通
じ
た
青
少
年
の
自
立
支
援
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
。

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
主
権
者
教
育
」
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
の
観
点
、
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
の
観
点
等
を
踏
ま
え
、
主
権
者
意
識
を
育
む
取
組
を
推
進
す
る
。

2
青

少
年

の
体

験
活

動
の

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

こ
れ
ま
で
に
体
験
活
動
が
青
少
年
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
か
を
検
証
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
踏
ま

え
、
中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
策
を
ま
と
め
る
。

（
6
,4
0
8
千
円
×
1
箇
所
）

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
青
少
年
を
対
象
に
優
れ
た
実
践
を
行
う
企
業
を
表
彰
し
、
そ
の
取
組
を
全
国
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
青
少
年
の
体
験

活
動
の
推
進
を
図
る
。
【
令
和
元
年
度
実
績
】
文
部
科
学
大
臣
賞
2
件
（
大
企
業
1
件
・
中
小
企
業
1
件
）
,
審
査
委
員
会
優
秀
賞
8
件
（
大
企
業
7
件
・
中
小
企
業
1
件
）
,審
査
委
員
会
奨
励
賞
8
件
（
大
企
業
7
件
・
中
小
企
業
1
件
）

3
青

少
年

自
立

支
援

・
主

権
者

意
識

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

【
対

象
者

・
事

業
種

別
等

】

１
国

→
 教

育
委

員
会

／
民

間
団

体
等

（
委

託
事

業
）

２
国

→
 教

育
委

員
会

／
民

間
団

体
等

（
委

託
事

業
）

３
国

→
 教

育
委

員
会

／
民

間
団

体
等

（
委

託
事

業
）

４
国

→
 民

間
団

体
等

（
委

託
事

業
）

５
国

（
直

轄
事

業
）

【
そ
の
他
、
事
業
企
画
評
価
委
員
会
の
開
催

5,
93

7千
円
（

5,
93

7千
円
）
】

6
,4

0
8

千
円

（
6

,4
0

8
千

円
)

2
,2

6
3

千
円

（
2

,2
6

3
千

円
)

7
,1

2
2

千
円

（
7

,1
2

2
千

円
)

5
,2

6
0

千
円

（
5

,2
6

0
千

円
)

4
 新
しい
生
活
様
式
に
対
応
した
安
心
安
全
な
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業

2
3

2
,6

3
0

千
円

（
新

規
)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
自
然
体
験
活
動
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
知
見
の
実
証
・
定
着
や
、
青
少
年
団
体
等
の
取
組
の
効
果
を
一
層
高
め
る

た
め
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
自
然
体
験
の
活
動
実
績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
蓄
積
し
、
感
染
症
等
の
専
門
家
に
よ
る
知
見
も
踏
ま
え

た
指
導
書
を
作
成
・
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
自
然
体
験
活
動
を
実
施
す
る
機
運
を
高
め
、
自
然

体
験
活
動
の
機
会
の
充
実
を
図
る
。

≪
内
容
≫

自
然
体
験
活
動
の
実
証

○
長
期
キ
ャ
ン
プ

2
1
地
域
×
2
回

○
短
期
キ
ャ
ン
プ

2
1
地
域
×
6
回

○
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

2
1
地
域
×
6
回

指
導
書
の
作
成
・
提
供

※
幼
児
は
長
期
宿
泊
を
除
く

体
験
活
動
等
を
通
じた
青
少
年
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト

※
R
2
一
次
補
正
予
算
：

5
億
円
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学
校
安
全
の
着
実
な
推
進

令
和
３
年
度
要
求
・要
望
額

6億
円

（
前
年
度
予
算
額

6億
円
）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
受
け
、
学
校
と
地
域
の
適
切
な
役
割
分
担
を
促
進
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し

た
、
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
的
環
境
の
変
化
に
伴
う
犯
罪
被
害
の
多
様
化
や
気
象
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
一
層
の
対
応
の
必
要
性
が
あ

る
。

令
和
３
年
度
概
算
要
求
に
お
け
る
対
応

学
校
安
全
総
合
支
援
事
業
（
2
0
9
百
万
円
（
前
年
度
2
0
9
百
万
円
）
)

セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
組
織
的
な
学

校
安
全
推
進
体
制
の
構
築

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
踏
ま
え
た
安
全
教
育

の
充
実

安
全
教
育
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

（
3
3
8
百
万
円
（
前
年
度
3
3
8
百
万
円
）
）

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
（
S
G
L）
の
育
成
支
援

・
S
G
Lの
資
質
を
備
え
た
人
材
に
対
す
る
育
成
講
習
会
を
実
施

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
活
動
支
援

・
S
G
Lに
よ
る
指
導
等
に
対
す
る
謝
金
、
各
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
す
る
た
め
の
旅
費
等
の
補
助

・
S
G
L連
絡
協
議
会
等
の
開
催
支
援
、
装
備
品
の
充
実

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
養
成
・
資
質
向
上

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
養
成
講
習
会
を
実
施

・
活
動
の
参
考
と
な
る
資
料
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
る
見
守
り
の
質
の
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
増
員
に
よ
る
見
守
り
の
強
化
及
び
活
動
に
対
す
る
支
援

・
子
供
の
見
守
り
活
動
に
係
る
帽
子
や
腕
章
な
ど
の
消
耗
品
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
の
補
助

学
校
安
全
教
室
の
推
進
（
3
5
百
万
円
（
前
年
度
3
5
百
万
円
）
）

防
犯
教
室
、
防
災
教
室
、
交
通
安
全
教
室
等
、
学
校
安
全
教
室
の

講
師
と
な
る
教
職
員
に
対
す
る
講
習
会
を
実
施

事
故
等
発
生
時
の
初
期
対
応
能
力
等
向
上
の
た
め
の
講
習
会
を
実

施 小
学
校
新
１
年
生
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

学
校
安
全
推
進
事
業

（
2
4
4
百
万
円
（
前
年
度
2
4
4
百
万
円
）
）

「
地
域
の
連
携
の
場
」
の

構
築
な
ど
地
域
全
体
で

見
守
る
体
制
を
強
化

「
地
域
の
連
携
の
場
」
の

構
築
な
ど
地
域
全
体
で

見
守
る
体
制
を
強
化

国
公
私
立
学
校

警
察

地
域
住
民

保
護
者

P
T
A

地
域
の
つ
な
ぎ
役

地
域
の
つ
な
ぎ
役

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー

防
犯

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

(学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
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５．ともに生きる学びの推進 
 

１．要 旨 

女性の活躍推進等を図るため、多様な年代に対する学び直しを通じたキャリア形成支援
に取り組む。さらに、「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」を踏まえ、関係府省とも連携し
て、生命の尊さ・命を大切にする教育、自分や相手、一人ひとりを尊重する教育を推進し、
子供たちを性暴力の加害者・被害者・傍観者にさせないための教育・啓発活動を実施する 

また、国籍の違いや障害の有無等にかかわらず、安全・安心に暮らせる共生社会の実現を
目的として、障害者の学びの支援や外国人児童生徒教育等に関する施策を推進する。 
 

２．主 な 事 業 内 容 

○女性の活躍推進等のための環境整備 

（１）女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業  34 百万円(34 百万円) 
多様な年代の女性の社会参画を推進するため、関係機関との連携の下、キャリアアッ

プやキャリアチェンジ等に向けた意識醸成や相談体制の充実を含め、学習プログラムの
開発等、女性の多様なチャレンジを総合的に支援するモデルの開発や、普及啓発を行う。 

 
（２）子供を性犯罪等の当事者にしないための安全教育推進事業 46 百万円( 新  規 ) 

「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」を踏まえ、関係省庁や民間団体の協力の下、新
たに性被害の未然防止を目的とした予防啓発教材を活用した指導モデルの開発及び男
女の尊重や自分を大事にすることの理解、固定的性別役割分担意識解消の理解を深める
教育プログラムを開発し、普及を図る。 

 

○障害者の生涯学習の推進 

（１）学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業 
163 百万円(116 百万円) 

学校卒業後の障害者の学習機会の継続的・自立的な確保のため、都道府県を中心とし
た地域コンソーシアム形成による持続可能な生涯学習支援体制を構築するとともに、新
たに市区町村を主体とした生涯学習プログラムを開発・実施し、多様な学びの場の拡充
に取り組む。そのうえで、成果普及や担い手育成のためにブロック別コンファレンス・
フォーラム等を実施する。  
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○外国人児童生徒等への教育の推進 

（１）共生社会の実現に向けた帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援 
1,283 百万円(766 百万円) 

外国人の子供の就学状況の把握・就学の促進を図るとともに、学校における日本語指
導体制の充実や、高等学校における日本語指導の充実に向けた指導資料の作成、日本語
担当教師等の資質向上を図るための履修証明プログラムの構築、外国人児童生徒等の集
住・散在地域それぞれにおける課題を解決する先進的なプログラムの開発等、多様な取
組を通じた支援により外国人の子供等に対して適切な教育機会の確保を図る。  
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事
業
概
要

③
検
討
委
員
会
の
設
置
（
国
に
設
置
）

女
性
の
学
び
を
通
じ
た
社
会
参
画
支
援
の
在
り
方
や
事
業
の
方
向
性
等
に
関
す
る

助
言
を
得
る
た
め
、
学
識
経
験
者
、
地
方
公
共
団
体
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係
団
体
、
産
業
界
等
の
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
。

②
女
性
の
学
び
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
に
よ
る
普
及
啓
発
（
２
箇
所
：
委
託
）

女
性
の
学
び
直
し
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
図
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
織
。
学
び
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
固
定

的
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
も
資
す
る
よ
う
、
S
N
S
等
の
身
近
な
媒
体
、
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
た
普
及
・
啓
発
を
年
間
通
し
て
実
施
。

①
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
寄
り
添
う
学
び
・
社
会
参
画
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
（
３
箇
所
：
委
託
）

大
学
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
企
業
等
の
連
携
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ

ア
チ
ェ
ン
ジ
等
に
向
け
た
意
識
醸
成
・
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の
整
備
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
計
、
フ
ォ
ロ
ー
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
。

女
性
の
多
様
な
チ
ャレ
ン
ジ
に
寄
り添
う学
び
と社
会
参
画
支
援
事
業

令
和
３
年
度
要
求
・要
望
額
0.
3億
円

(前
年
度
予
算
額

0.
3億
円
)

女
性
の
就
業
に
係
る
現
状
と課
題

少
子
高
齢
化
、
S
o
ci
e
ty
5
.0
の
実
現
を
見
据
え
る
中
、
女
性
活
躍
の
推
進
は
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
重
要
。

し
か
し
、
女
性
の
就
労
を
め
ぐ
り
以
下
へ
の
対
応
が
課
題
。

○
女
性
の
管
理
職
割
合
は
1
4
.9
％
(2
0
1
8
年
)、
諸
外
国
と
比
べ
て
も
低
い
割
合
（
米
国
は
4
0
.7
%
）
。

企
業
が
考
え
る
女
性
管
理
職
が
少
な
い
理
由
「
必
要
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
女
性
が
い
な
い
」
（
5
8
.3
%
）
(厚
労
省
2
0
1
3
年
)。

〇
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
解
消
傾
向
に
あ
る
が
、
女
性
就
業
者
の
5
6
.1
％
は
非
正
規
雇
用
。
（
男
性
は
2
2
.2
%
）
(2
0
1
8
年
)。

・
女
性
が
非
正
規
を
希
望
す
る
理
由
「
育
児
や
介
護
等
」
が
約
３
割
（
3
0
～
4
4
歳
）
(2
0
1
8
年
)。

・
不
本
意
非
正
規
の
女
性
は
1
2
9
万
人
(2
0
1
8
年
)。
就
職
氷
河
期
世
代
（
3
5
～
4
4
歳
）
の
非
正
規
（
無
配
偶
）
女
性
の
貧
困
率
は
5
1
.7
％
(J
IL
P
T
2
0
1
4
年
)。

・
母
子
世
帯
の
貧
困
率
は
5
1
.4
％
(J
IL
P
T
2
0
1
8
年
)。

→
非
正
規
、
ひ
と
り
親
な
ど
、
生
活
上
の
困
難
に
陥
り
や
す
い
女
性
や
メ
ン
タ
ル
面
で
の
悩
み
を
抱
え
て
社
会
的
に
孤
立
し
、

困
難
な
状
況
に
あ
る
女
性
や
、
子
育
て
が
一
区
切
り
し
た
中
高
年
女
性
へ
の
支
援
が
重
要
。

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
社
会
参
画
の
現
状

（
出
典
）
総
務
省
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
」
（

20
18
年
）
を
も
と
に
内
閣
府
作
成

〇
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
子
育
て
等
の
両
立
可
能
で
、
正
規
雇
用
化
に
有
効
な

資
格
取
得
等

〇
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
子
育
て
等
の
両
立
可
能
で
、
正
規
雇
用
化
に
有
効
な

資
格
取
得
等

〇
職
務
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

〇
職
務
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

〇
相
談
体
制

例
）
不
安
解
消
等
、
女
性
の
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示

〇
相
談
体
制

例
）
不
安
解
消
等
、
女
性
の
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示

〇
意
識
醸
成
・
情
報
提
供

例
）
働
き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
対
話

両
立
支
援
や
起
業
情
報
等

〇
意
識
醸
成
・
情
報
提
供

例
）
働
き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
対
話

両
立
支
援
や
起
業
情
報
等

取
組
の
方
向
性

人
生

10
0年
時
代
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
女
性
が
学
業
や
仕
事
、
子
育
て
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
等
、
様
々
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
自
ら
多
様
な
選
択
を
で
き
る
社
会
を
構
築

◆
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
2
0
2
0
（
令
和
2
年
7
月
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
決
定
）

2
（
７
）
①
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
「
学
び
直
し
」

多
様
な
年
代
の
女
性
の
社
会
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
大
学
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
企
業
等
の
連
携
に
よ
り
、
非
正
規
雇

用
か
ら
正
規
へ
の
転
換
や
起
業
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
等
に
向
け
た
意
識
醸
成
や
相
談
体
制
の
充
実
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
「
女
性
の
学
び
サ
ポ

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
組
織
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
、
学
び
直
し
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
も
資
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
。

◆
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
令
和
2
年
7
月
閣
議
決
定
）

１
（
２
）
x）
女
性
活
躍
の
さ
ら
な
る
拡
大
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
推
進

・
人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
い
て
、
多
様
な
選
択
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
（
略
）

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
開
発
推
進
、
（
略
）
を
通
じ
、
子
育
て
中

や
子
育
て
が
一
段
落
し
た
世
代
の
女
性
を
含
む
、
多
様
な
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
再
参
入
を

推
進
す
る
。
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子
供
を
性
犯
罪
等
の
当
事
者
に
しな
い
た
め
の
安
全
教
育
推
進
事
業

令
和

3年
度

要
求

・要
望

額
0.

5億
円

( 
新

規
)

○
子

供
た

ち
が

性
犯

罪
被

害
に

遭
う

機
会

が
増

加
。

さ
ら

に
生

命
、

身
体

、
財

産
等

を
侵

害
す

る
度

体
が

高
い

重
要

犯
罪

が
急

増
。

・
児

童
ポ

ル
ノ

事
件

の
検

挙
件

数
は

年
々

増
加

し
、

平
成

3
0
年

は
3
,0

9
7
件

で
過

去
最

多
・

S
N

S
に

起
因

す
る

児
童

買
春

・
児

童
ポ

ル
ノ

被
害

児
童

は
令

和
元

年
度

は
過

去
最

多
（
H
2
6
：
6
1
8
件

→
R
1
：
1
,0
9
9
件
）

・
S
N

S
に

起
因

す
る

重
要

犯
罪

の
う

ち
、

強
制

性
交

等
、

略
取

誘
拐

、
強

制
わ

い
せ

つ
は

5
年

前
と

比
べ

お
よ

そ
3
倍

に
増

加
（
H
2
6
：
3
7
件

→
R
1
：
1
1
0
件
）

○
女

性
に

対
す

る
暴

力
が

生
ま

れ
る

背
景

に
女

性
の

人
権

を
軽

視
す

る
傾

向
が

あ
る

と
の

指
摘

（
国

連
、

2
0
1
8
）

。
・

社
会

全
体

に
お

け
る

男
女

の
地

位
の

平
等

感
に

つ
い

て
国

民
の

７
割

が
「

男
性

が
優

遇
」

と
回

答
。

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
が

存
在

（
内

閣
府

世
論

調
査

、
2
0
1
9
 ）

。
・

2
0
1
9
年

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
」

で
日

本
は

過
去

最
低

の
順

位
（

1
2
1
位

／
1
5
3
か

国
中

）

Ⅰ
学
校
に
お
け
る
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
推
進
事
業

【
委
託
：
３
箇
所
】

若
年

層
を

対
象

と
し

た
性

被
害

・
加

害
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
、

関
係

省
庁

や
民

間
団

体
の

協
力

の
下

、
新

た
に

性
被

害
の

未
然

防
止

を
目

的
と

し
た

予
防

啓
発

教
材

を
活

用
し

た
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
し

、
学

校
に

お
け

る
実

証
を

通
じ

た
指

導
方

法
の

他
、

関
係

機
関

と
の

連
携

含
め

た
指

導
の

充
実

を
図

る
取

組
等

に
関

す
る

指
導

モ
デ

ル
を

開
発

し
、

教
育

機
関

へ
普

及
・

展
開

を
図

る
。

（
小

・
中

・
高

校
対

象
）

【
令

和
3
年

度
】

教
育

機
関

に
お

け
る

実
証

を
通

じ
た

指
導

モ
デ

ル
の

作
成

【
令

和
4
年

度
】

指
導

モ
デ

ル
を

複
数

の
他

地
域

へ
展

開
し

、
内

容
を

改
善

【
令

和
5
年

度
】

全
国

の
小

中
高

の
各

学
校

に
お

い
て

教
育

の
開

始

Ⅱ
学
校
と
地
域
で
育
む
男
女
共
同
参
画
促
進
事
業
（
委
託
）

①
関

係
機

関
・

団
体

の
連

携
の

下
、

小
・

中
学

生
を

対
象

に
、

男
女

の
尊

重
や

自
分

を
大

事
に

す
る

こ
と

の
理

解
、

固
定

的
な

性
別

役
割

分
担

意
識

解
消

の
理

解
を

深
め

る
指

導
教

材
を

作
成

。
（

小
・

中
学

生
対

象
）

【
委

託
：

２
箇

所
】

②
保

護
者

等
に

対
し

て
、

「
無

意
識

の
思

い
込

み
」

の
解

消
等

を
目

的
と

し
た

意
識

啓
発

を
実

施
。

保
護

者
へ

の
意

識
に

関
す

る
調

査
研

究
や

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

実
施

し
、

保
護

者
自

身
、

学
校

、
社

会
教

育
施

設
や

家
庭

教
育

支
援

で
活

用
で

き
る

啓
発

資
料

を
作

成
。

【
委

託
：

１
箇

所
】

【
令

和
3
年

度
】

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

指
導

教
材

の
作

成
【

令
和

4
年

度
】

指
導

教
材

の
実

証
を

通
じ

て
改

善
を

図
る

【
令

和
5
年

度
】

全
国

の
小

中
学

校
へ

の
普

及
・

展
開

を
図

る

【
令

和
3
年

度
】

調
査

研
究

の
実

施
【

令
和

4
年

度
】

啓
発

資
料

の
作

成
【

令
和

5
年

度
】

全
国

の
P
T
A

や
関

係
す

る
イ

ベ
ン

ト
、

社
会

教
育

施
設

等
で

の
普

及
開

始
Ⅲ

研
究
協
議
会
の
設
置
【
直
轄
、
委
託
：
１
箇
所
】

事
業

評
価

・
分

析
を

行
う

有
識

者
会

議
の

運
営

及
び

事
業

成
果

を
一

体
的

に
全

国
へ

発
信

し
共

通
の

課
題

に
つ

い
て

議
論

す
る

協
議

会
を

開
催

。

事
業
概
要現
状
・
課
題

取
組
の
必
要
性

◆
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の
強
化
の
方
針
」

（
令
和
2
年
6
月

性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
府
省
会
議
）

【
教

育
・

啓
発

活
動

を
通

じ
た

社
会

の
意

識
改

革
と

暴
力

予
防

】
(学

校
等

に
お

け
る

教
育

や
啓

発
の

内
容

の
充

実
)

…
工

夫
し

た
分

か
り

や
す

い
教

材
や

年
齢

に
応

じ
た

適
切

な
啓

発
資

料
…

等
を

、
…

関
係

府
省

に
お

い
て

早
急

に
作

成
・

改
訂

す
る

と
と

も
に

、
文

部
科

学
省

か
ら

教
育

委
員

会
や

高
等

教
育

機
関

等
に

周
知

し
、

関
係

者
の

協
力

を
得

て
、

令
和

３
年

度
か

ら
４

年
度

に
か

け
て

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

段
階

的
に

教
育

の
現

場
に

取
り

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
…

あ
わ

せ
て

、
子

供
た

ち
の

指
導

に
役

立
つ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
普

及
を

通
じ

、
性

被
害

、
性

暴
力

の
背

景
に

あ
る

性
差

別
意

識
の

解
消

を
図

る
。

◆
「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」
（
令
和
2
年
7
月
1
8
日
閣
議
決
定
）

「
性

犯
罪

・
性

暴
力

対
策

の
強

化
の

方
針

」
に

基
づ

き
、

今
後

３
年

間
を

「
集

中
強

化
期

間
」

と
し

て
、

被
害

者
支

援
の

充
実

、
加

害
者

対
策

、
教

育
・

啓
発

等
を

強
化

す
る

。

◆
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
発
言

（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

性
犯

罪
・

性
暴

力
対

策
に

つ
い

て
は

、
今

回
の

重
点

方
針

に
お

い
て

、
今

後
３

年
間

で
、

集
中

的
に

強
化

す
る

こ
と

を
盛

り
込

み
ま

し
た

。
…

ま
た

、
性

暴
力

の
加

害
者

や
被

害
者

に
な

ら
な

い
た

め
の

教
育

を
強

化
し

て
い

き
ま

す
。

現
在

及
び

将
来

に
わ

た
り

子
供

た
ち

の
安

全
・

安
心

を
守

る
た

め
に

は
、

性
被

害
・

加
害

を
防

ぐ
た

め
の

年
齢

に
応

じ
た

適
切

な
教

育
・

指
導

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
性

被
害

・
性

暴
力

の
背

景
に

あ
る

性
差

別
意

識
の

解
消

を
図

る
こ

と
が

重
要

。
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(1
)都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

(2
)市
区
町
村
レ
ベ
ル
の
学
習
機
会
拡
充

１
．

地
域

に
お

け
る

持
続

可
能

な
学

び
の

支
援

に
関

す
る

実
践

研
究

〔
1

2
5

百
万

円
〕

３
. 

 障
害

者
の

学
び

に
関

す
る

普
及

・
啓

発
や

人
材

育
成

に
向

け
た

取
組

〔
2

8
百

万
円

〕

２
．

生
涯

学
習

を
通

じ
た

共
生

社
会

の
実

現
に

関
す

る
調

査
研

究
〔

1
0

百
万

円
〕

◆
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い

市
区

町
村
が
、
実
績
の
あ
る

民
間

団
体

等
と

組
織

的
に

連
携
し
、
主
に

公
民

館
等

の
社

会
教

育
施

設
に

お
け

る
、

障
害
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
資
源
を
踏
ま
え
た

新
た

な
「

生
涯

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を
開
発
・
実
施
。
そ
の
成
果
の
普
及
・
活
用
を
目
指
す
。

※
現
状
・
課
題
：
現
在
の
本
取
組
の
中
心
は
民
間
団
体
が
中
心
。
H
3
0
年
度
調
査
で
は
、

障
害
者
の
学
び
の
支
援
経
験
の
な
い
公
民
館
等
は
8
5
%
超
（
右
記
グ
ラ
フ
参
照
）
。

令
和
3年
度
要
求
・要
望
額

1.
6億
円

（
前
年
度
予
算
額
：

1.
2億
円
）

平
成
２
６
年
の
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
平
成
２
８
年
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
等
も
踏
ま
え
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
ら
れ

る
社
会
、
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
急
務
。

学
校
卒
業
後
の
障
害
者
の
社
会
参
加
・
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
団
体
主
体
の
実
践
研
究
の
成
果
の
活
用
・
横
展
開
を
図
り
、
都
道
府
県
を
中

心
と
し
た
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
に
よ
る
持
続
可
能
な
生
涯
学
習
支
援
体
制
を
構
築
し
、
併
せ
て
、
新
た
に
市
区
町
村
の
社
会
教
育
施
設
等
を
主
な
実
施
主
体

と
し
た
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
施
し
、
多
様
な
学
び
の
場
の
拡
充
に
取
り
組
む
。
そ
の
う
え
で
、
実
践
研
究
事
業
等
の
成
果
の
普
及
・
活
用
や
実
践
交

流
等
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
障
害
理
解
促
進
に
向
け
た
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
健
常
者
と
同
様
の
学
び
の
機
会
を
得
る
た
め
に
、
よ
り
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
。

（
１

）
地

域
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

る
障

害
者

の
生

涯
学

習
支

援
体

制
の

構
築

〔
5

7
百

万
〕

（
２

）
地

域
連

携
に

よ
る

障
害

者
の

生
涯

学
習

機
会

の
拡

大
促

進
〔

5
3

百
万

円
〕

※
新

規

趣
旨

◆
社
会
教
育
と
特
別
支
援
教
育
、
障
害
者
福
祉
の

各
分
野
に
お
け
る

障
害

者
の

生
涯

学
習

推
進

の
人

材
育

成
に

関
す

る
有

識
者

検
討

会
を

設
置
。

◆
実
践
研
究
事
業
等
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
「
生
涯

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
成
果
普
及
や
実
践
交
流

等
を
行
う
た
め
、

全
国

を
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
け

て
コ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
実

践
交

流
会

）
を

実
施
。

◆
障
害
の
理
解
促
進
や
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て

障
害
当
事
者
の
参
画
に
よ
る

障
害

理
解

啓
発

フ
ォ

ー
ラ

ム
の
実
施
。

※
写
真
：
「
超
福
祉
の
学
校
～
障
害
を
こ
え
て
共
に
学
び
、
つ
く
る
共
生
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
」

障
害
者
が
一
般
的
な
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
や
促

進
要
因
を
踏
ま
え
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
施
行
後
の
視
覚
障
害
者

等
の
読
書
環
境
の
整
備
に
向
け
た
課
題
把
握
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
。

成
果
や
課
題
を
共
有

都
道

府
県

と
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

る
体

制
整

備
・

人
材

育
成

(6
箇

所
)

全
国
で
展
開
す
る
取
組
の
情
報
を
集
約
・
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
等
を
推
進
。

事
業

内
容

◎
各

地
域

で
障

害
の

あ
る

人
の

社
会

参
加

と
活

躍
を

推
進

◎
地

域
に

お
け

る
支

援
人

材
の

増
加

と
障

害
へ

の
理

解
を

増
進

◎
障

害
の

あ
る

な
し

に
関

わ
ら

ず
生

き
や

す
い

共
生

社
会

（
３

）
取

組
の

周
知

・
普

及
・

連
絡

協
議

会
の

開
催

〔
1

5
百

万
円

〕

期
待
さ
れ
る
成
果

目
指
す
社
会

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
事
業

◆
都

道
府

県
（

政
令

市
）

が
中

心
と
な
り
、

大
学

や
特

別
支

援
学

校
、

社
会

福
祉

法
人

、
地

元
企

業
等

が
参
画
す
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
た
め
の

「
地

域
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を
形
成
。

◆
学

び
の

場
の

拡
大
に
向
け
て

市
区

町
村

職
員

向
け

の
人

材
育

成
研

修
モ

デ
ル
を
開
発
・
実
証
。

市
区

町
村

に
よ

る
障

害
者

を
包

摂
す

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
(3

5
箇

所
)

障
害
者
の
学
び
支
援

経
験
あ
り

経
験
な
し
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外
国
人
の
子
供
た
ち
が
将
来
に
わ
た
って
我
が
国
に
居
住
し、
共
生
社
会
の
一
員
とし
て
今
後
の
日
本
を
形
成
す
る
存
在
で
あ
る
こと
を
前
提
に
、学
校
等
に
お
い
て

日
本
語
指
導
を
含
め
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
うな
ど、
適
切
な
教
育
の
機
会
が
提
供
され
る
よ
う以
下
の
取
組
を
行
う。

施
策
の
目
標

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
96
0百
万
円
（
64
0百
万
円
）

※
うち
コロ
ナ
関
係
要
望
：
32
8百
万
円

＜
支
援
メニ
ュー
＞
補
助
率
3分
の
１

・拠
点
校
方
式
に
よ
る
指
導
体
制
構
築
・日
本
語
指
導
者
、母
語
支
援
員
派
遣
・I
CT
活
用
・高
校
生
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
等

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達
成
され
る
成
果
）
学
校
生
活
に
必
要
な
日
本
語
指
導
、教
科
との
統
合
指
導
、進
路
指
導
な
ど、
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る

総
合
的
・多
面
的
な
指
導
・支
援
体
制
が
構
築
され
、安
心
して
学
ぶ
環
境
が
提
供
され
る
。ま
た
、コ
ロナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
下
の
み
な
らず
、ポ

ス
トコ
ロナ
を
見
据
え
、今
後
、如
何
な
る
状
況
下
に
あ
って
も
、日
本
語
学
習
等
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
の
支
援
体
制
が
整
備
され
る
。

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
基
盤
整
備
事
業
44
百
万
円
（
17
百
万
円
）

※
うち
コロ
ナ
関
係
要
望
：
21
百
万
円

・「
か
す
た
ね
っと
」に
よ
る
多
言
語
文
書
、日
本
語
指
導
教
材
等
の
提
供
・履
修
証
明
プ
ログ
ラム
の
構
築
・ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣
・子
供
向
け
動
画
コン
テ
ンツ
の
作
成
等

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達
成
され
る
成
果
）
ポ
ス
トコ
ロナ
を
見
据
え
、日
本
語
指
導
担
当
教
師
等
の
資
質
向
上
や
情
報
共
有
な
どが
図
られ
、外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
体
制
の
基
盤
が
形
成
され
る
。

外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業

21
4百
万
円
（
72
百
万
円
）

※
うち
コロ
ナ
関
係
要
望
：
14
2百
万
円

＜
支
援
メニ
ュー
＞
補
助
率
3分
の
1

・就
学
状
況
等
の
把
握
、就
学
ガ
イダ
ンス

・日
本
語
指
導
、学
習
指
導
等

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達
成
され
る
成
果
）
コロ
ナ
感

染
症
の
拡
大
等
に
よ
る
不
就
学
を
防
止
し、
す
べ
て

の
外
国
人
の
子
供
の
教
育
機
会
が
確
保
され
る
。

多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

36
百
万
円
（
36
百
万
円
）

・集
住
地
域
：
多
文
化
共
生
の
た
め
の
効
果
的
な
教
育
課
程
編
成
や
指
導
方
法
開
発
等

・散
在
地
域
：
拠
点
校
、遠
隔
支
援
校
の
設
置
に
よ
る
効
果
的
な
指
導
体
制
の
構
築
等

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達
成
され
る
成
果
）
モ
デ
ル
化
を
通
じて
、多
様
な
文
化
的
背
景
を

理
解
しな
が
ら共
に
学
ぶ
環
境
が
創
造
され
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
日
本
語
指
導
体
制
整

備
事
業
27
百
万
円
(新
規
）

※
コロ
ナ
関
係
要
望
：
27
百
万
円
（
全
額
）

・「
特
別
の
教
育
課
程
」の
導
入
検
討

・日
本
語
指
導
等
の
指
導
資
料
の
作
成

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達
成
され
る
成
果
）

ポ
ス
トコ
ロナ
を
見
据
え
た
指
導
体
制
が
整
備
され
るこ

とに
よ
り、
高
校
中
退
を
防
止
し、
進
路
選
択
の
充
実

が
図
られ
る
。

課 題課 題

入
国
・
就
学
前

義
務
教
育
段
階

高
等
学
校
段
階

•
最
大
で
２
万
人
が
不
就
学
の
可
能
性

•
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
５
万
人

•
うち
、２
割
が
特
別
の
指
導
を
受
け
られ
て
い
な
い

•
年
間
で
１
割
が
中
退

•
大
学
等
進
学
率
は
４
割

進
学
・

就
職
へ

①
就
学
状
況
の
把
握
、
就
学
の

促
進

②
指
導
体
制
の
確
保
・
充
実

③
日
本
語
指
導
担
当
教
師
等
の
指
導
力
の
向
上
、
支
援
環
境
の
改
善

⑤
異
文
化
理
解
、
母
語
・
母
文
化
を
尊
重
し
た
取
組
の
推
進

④
中
学
生
・
高
校
生
の
進
学
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実

体 制 整 備 指 導 内 容 構 築

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

令
和
3年
度
要
求
・要
望
額
13
億
円

(前
年
度
予
算
額

8億
円
)

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
教
育
等
に
係
る
研
究
協
議
会
等
0.
７
百
万
円
（
0.
7百
万
円
）
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６．全国学力・学習状況調査のＣＢＴ化に向けた取組 
 

１．要 旨 

全国学力・学習状況調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全
国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その
改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役
立て、さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立
することを目的として実施している。 

GIGA スクール構想や PISA 等の国際的な学力調査の CBT による実施の流れを踏まえ、
全国学力・学習状況調査の CBT 化について専門的・技術的な観点から検討を行うととも
に、小規模からの試行・検証や問題開発等に取り組む。 

※CBT：Computer Based Testing（コンピュータ使用型調査） 
 

２．主 な 事 業 内 容 

（１）全国学力・学習状況調査の CBT 化に向けた取組     580 百万円（新規） 
 

全国学力・学習状況調査の CBT 化に向けて、「全国的な学力調査の CBT 化検討ワー
キンググループ」の中間まとめ「論点整理」を踏まえ、国立教育政策研究所と連携
し、小規模からの試行・検証や問題開発等に取り組む。  

 
・全国学力・学習状況調査の CBT 化に向けた試行・検証 80 百万円 
・CBT 問題開発・測定・評価等に関する調査研究（国立教育政策研究所） 500 百万円 
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全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
の
CB
T化
に
向
け
た
取
組

令
和

３
年

度
要

求
・要

望
額

6億
円

（
新

規
）

（
文

部
科

学
省

：
0.

8億
円

／
国

立
教

育
政

策
研

究
所

：
5億

円
）

○
GI

GA
ス

クー
ル

構
想

や
PI

SA
等

の
国

際
的

な
学

力
調

査
の

CB
T※

1 に
よ

る
実

施
の

流
れ

を
踏

ま
え

、全
国

学
力

・学
習

状
況

調
査

の
CB

T化
に

つ
い

て
、

全
国

的
な

学
力

調
査

の
CB

T化
検

討
ワ

ー
キ

ング
グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
、専

門
的

・技
術

的
な

観
点

か
ら検

討
を

実
施

。
○

同
ワ

ー
キ

ング
グ

ル
ー

プ
の

中
間

ま
とめ

「論
点

整
理

」※
2 を

踏
ま

え
、全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

CB
T化

に
向

け
て

、国
立

教
育

政
策

研
究

所
と連

携
し、

ま
ず

は
小

規
模

か
らの

試
行

・検
証

や
問

題
開

発
等

に
取

り組
む

※
1 

CB
T(

Co
m

pu
te

rB
as

ed
 T

es
tin

g)
：

コン
ピュ

ー
タ使

用
型

調
査

（
PI

SA
は

20
15

年
調

査
より

CB
Tへ

移
行

。T
IM

SS
は

20
23

年
調

査
で

完
全

移
行

予
定

）
※

2 
「全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

CB
T化

に
向

け
て

、ま
ず

は
小

規
模

か
ら試

行
・検

証
に

取
り組

み
、課

題
の

解
決

を図
りつ

つ
、確

実
に

段
階

的
に

規
模

・内
容

を拡
張

・充
実

させ
て

い
くこ

とが
早

期
の

進
展

、
実

現
に

つ
な

が
る

」と
の

提
言

（
全

国
的

な
学

力
調

査
の

CB
T化

検
討

ワー
キ

ング
グ

ル
ー

プ中
間

まと
め

「論
点

整
理

」（
令

和
２

年
８

月
２

８
日

）
より

抜
粋

）

背
景

事
業
概
要

○
試
行
・検
証

文
部

科
学

省
：

令
和

３
年

度
要

求
・要

望
額

80
百

万
円

・約
1万

人
の

児
童

生
徒

を
対

象
に

、学
校

の
端

末
とネ

ット
ワ

ー
ク

を
活

用
し、

CB
Tで

の
調

査
を

試
行

的
に

実
施

・各
工

程
を

様
々

な
パ

ター
ンで

実
施

し、
課

題
を

把
握

・検
証

＜
主

な
検

証
事

項
＞

①
問

題
の

表
示

形
式

CB
Tの

利
点

を
活

か
した

出
題

②
ネ

ット
ワ

ー
ク方

式
③

端
末

(P
C/

タブ
レ

ット
等

)
学

校
へ

の
支

援
体

制
(サ

ポ
ー

ター
/オ

ンラ
イン

)
解

答
入

力
方

式
(キ

ー
ボ

ー
ド/

タッ
チ

ペ
ン等

)
④

採
点

・結
果

提
供

方
式

等

○
問
題
開
発
等

国
立

教
育

政
策

研
究

所
：

令
和

３
年

度
要

求
・要

望
額

50
0百

万
円

・C
BT

問
題

の
開

発
を

は
じめ

、C
BT

問
題

の
管

理
方

法
、先

進
的

技
術

の
活

用
に

係
る

フィ
ー

ジ
ビリ

テ
ィ等

に
つ

い
て

、内
外

の
研

究
者

や
教

育
委

員
会

・学
校

等
の

協
力

を
得

て
調

査
研

究
を

実
施

＜
主

な
調

査
研

究
事

項
＞

（
１

）
CB

T問
題

開
発

・測
定

・評
価

に
関

す
る

調
査

研
究

例
）

CB
Tの

特
性

を
生

か
した

問
題

開
発

、C
BT

で
測

れ
る

能
力

の
明

確
化

、
従

来
の

PB
Tを

CB
Tに

置
き

換
え

た
場

合
の

課
題

の
検

証
等

（
２

）
CB

T問
題

の
管

理
方

法
に

関
す

る
調

査
研

究
例

）
問

題
バ

ンク
の

開
発

、管
理

体
制

の
在

り方
等

（
３

）
CB

Tの
特

質
を

踏
ま

え
た

先
進

的
技

術
の

活
用

に
係

る
フィ

ー
ジ

ビリ
テ

ィに
関

す
る

調
査

研
究

例
）

記
述

式
問

題
の

自
動

採
点

に
係

る
フィ

ー
ジ

ビリ
テ

ィ
等

検
証

結
果

を
踏

ま
え

、課
題

の
解

決
を

図
りつ

つ
、全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

CB
T化

の
実

現
可

能
性

を
高

め
て

い
く

①
調

査
問

題
の

作
成

②
CB

Tシ
ス

テ
ム

（
※

）

③
調

査
実

施

④
採

点
、集

計
分

析
/結

果
提

供

＜
調

査
の

実
施

工
程

＞

問
題

の
搭

載

（
※

）
初

等
中

等
教

育
局

の
「オ

ン
ライ

ン
学

習
シ

ス
テ

ム
」を

活
用

（
令

和
２

年
度

プ
ロト

タイ
プ

開
発

。令
和

３
年

度
全

国
展

開
）

試
行

・検
証

の
実

施
時

期
は

、令
和

３
年

秋
以

降
を

想
定
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